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守谷市の財政は良好 ２ページ
財政状況の指標となる数値が報告され、赤字はなく、
借金や将来的に負担する比率も基準を下回っている。

都市経済常任委員会審査報告 ８ページ
粗大ごみの有料化や、アワーズもりやの今後の計画等
について審議。

決算特別委員会で各会計決算を審査 ４ページ
歳出で一般会計約 179 億円、特別会計（６会計）約 69
億円、公営企業会計（２会計）約 35億円を審査。

文教福祉常任委員会審査報告 ９ページ
安心して駐車場を利用できるように、「いばらき身障者
等用駐車場利用制度」が開始。

平成22年度決算額概要 ５ページ
各会計の決算額概要を掲載。
一般会計は歳入、歳出ともに前年度より増額。

14人の議員が一般質問 １０～１７ページ
介護福祉、放射能対策問題、防犯・防災対策、アワー
ズもりや、入札問題等について活発に討議。

監査委員からの審査意見書を掲載 ６ページ
各会計決算に対し、監査委員から審査意見書が提出された。
財政指標数値など、市の財政は概ね良好である。

最終処分場の確保を求める意見書 １８ページ
国の責任において、飛灰の最終処分場の確保を求める
意見書を内閣総理大臣と環境大臣に送付。

総務常任委員会審査報告 ７ページ
臨時財政対策債や、地方交付税について審議。
平成 23年度の各会計予算総額の推移を掲載。

第４回定例会日程（予定）を掲載 １８ページ
第４回定例会の会期日程を掲載。11 月 25 日から開会
予定。

平成23年第 3回定例会

「ハチとコスモス」
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雪
草
洋
幸
氏
と
倉
持
み
ち
代
氏

を
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
た

め
、
ま
た
、
現
委
員
の
古
澤
敏

氏
を
引
き
続
き
候
補
者
と
し
て

推
薦
す
る
た
め
、
人
権
擁
護
委

員
法
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に

よ
り
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。
任
期
は
平
成
24
年

４
月
１
日
か
ら
３
年
間
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
る
放
射
線

対
策
と
し
て
、市
内
各
小
学
校
や

保
育
所
な
ど
、グ
ラ
ウ
ン
ド
除
染

　
市
の
財
政
状
況
の
指
標
と
な

る
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質

赤
字
比
率・実
質
公
債
費
比
率・

将
来
負
担
比
率
と
公
営
企
業
会

計
（
農
業
集
落
排
水
・
水
道
・

公
共
下
水
道
）
の
資
金
不
足
比

率
が
、
監
査
委
員
の
意
見
書
と

と
も
に
報
告
さ
れ
た
。

　
昨
年
度
と
同
様
、
実
質
赤
字

額
と
連
結
実
質
赤
字
額
は
な
く
、

実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担

比
率
は
基
準
を
下
回
り
、
市
の

財
政
は
良
好
な
状
態
に
あ
る
。

　
ま
た
、
公
営
企
業
会
計
に
お

い
て
も
、
実
質
的
な
資
金
不
足

額
は
無
く
、
極
め
て
良
好
な
経

営
状
態
に
あ
る
。

●
実
質
赤
字
比
率
…
福
祉
、
教

育
、
ま
ち
づ
く
り
等
を
行
う
地

方
自
治
体
の
一
般
会
計
の
赤
字

額
を
、
市
税
等
の
財
源
の
規
模

と
比
較
し
て
指
標
化
し
た
も

の
。
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
表

し
て
い
る
。

●
連
結
実
質
赤
字
比
率
…
全
て

の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合
算

し
て
、
地
方
公
共
団
体
と
し
て

の
赤
字
の
程
度
を
把
握
し
、
市

税
等
の
財
源
の
規
模
と
比
較
し

て
指
標
化
し
た
も
の
。
地
方
公

共
団
体
全
体
と
し
て
の
運
営
の

深
刻
度
を
表
し
て
い
る
。

●
実
質
公
債
費
比
率
…
借
入
金

の
返
済
額
や
こ
れ
に
準
じ
る
額

の
大
き
さ
を
指
標
化
し
た
も
の
。

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、他
の
経

費
を
節
減
し
な
い
と
赤
字
団
体

に
転
落
す
る
可
能
性
が
高
ま
る

な
ど
、一
般
会
計
の
資
金
繰
り
の

危
険
度
を
示
し
て
い
る
。

●
将
来
負
担
比
率
…
現
時
点
で

想
定
さ
れ
る
将
来
負
担
を
財
政

規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
た

も
の
。
こ
の
比
率
が
高
い
と
、

今
後
の
財
政
運
営
が
圧
迫
さ
れ

る
な
ど
問
題
が
生
じ
る
可
能
性

が
高
い
。

●
資
金
不
足
比
率
…
公
営
企
業

の
経
営
状
況
を
、
公
営
企
業
の

料
金
収
入
に
対
す
る
資
金
不
足

の
規
模
で
表
し
た
も
の
。
こ
の

比
率
が
高
い
ほ
ど
、
料
金
収
入

で
資
金
不
足
を
解
消
す
る
事
が

難
し
く
な
り
、
経
営
に
問
題
が

あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
現
委
員
の
染
谷
一
氏
と
、
石

塚
弘
子
氏
の
任
期
が
平
成
24
年

３
月
31
日
に
満
了
と
な
る
こ
と

に
伴
い
、
後
任
と
し
て
新
た
に

　
決
算
議
会
と
も
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
第
３
回
定
例
会
は
、
９

月
１
日
か
ら
16
日
ま
で
開
会

し
、
平
成
22
年
度
各
会
計
決
算

認
定
９
件
を
含
む
議
案
23
件
、

報
告
４
件
、
諮
問
３
件
、
請
願

２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議

長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す
る

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
詳
細

に
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
３
日
間
に
わ
た
る
「
市
政
に

関
す
る
一
般
質
問
」
で
は
、
14

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な

論
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
議
員
提
案
に

よ
り
、
ご
み
処
理
場
に
お
け
る

飛
灰
の
最
終
処
分
場
の
確
保
を

国
に
求
め
る
意
見
書
と
、
守
谷

市
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に

つ
い
て
の
条
例
が
提
出
さ
れ
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
わ
れ
わ
れ
市
議
会
議
員
の
任

期
も
、
残
す
と
こ
ろ
４
ヶ
月
を

切
り
ま
し
た
。
安
心・安
全
で
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
守
谷
市
と
な
る

よ
う
、
最
後
ま
で
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

第
３
回
定
例
会
を
終
え
て

　
　

 
議
長　

伯
耆
田
富
夫

守
谷
市
の
財
政
状
況
は
？

（
報
告
第
12
号
・
第
13
号
）

放
射
線
量
低
減
対
策
費
用
を

専
決
処
分　
（
議
案
第
31
号
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
３
名

の
推
薦
に
同
意

（
諮
問
第
２
号
〜
第
４
号
）

９月　１日（木）【開会】
　○本会議
　・議案と請願を上程、提案理由及び重点事項の説明
　・諮問及び議案（専決処分事項の承認）を審議、採決
９月　２日（金）
　○本会議
　・原案に対する質疑、議案・請願を担当委員会に付託
９月　５日（月）、６日（火）　決算特別委員会（Ｐ４）
９月　８日（木）　総務経済常任委員会（Ｐ７）
　　　　　　　　　放射線災害対策特別委員会
９月　９日（金）　文教福祉常任委員会（Ｐ９）
９月12日（月）　都市経済常任委員会（Ｐ８）
９月13日（火）～15日（木）
　○本会議
　・市政に関する一般質問（Ｐ10～Ｐ17）
９月16日（金）【閉会】
　○本会議
　・各委員長から審査結果報告及び委員長報告に対する質疑
　・議案第32号～第51号と請願の討論、採決
　・議員提出議案第６号～第８号を審議、採決

第３回定例会の経過

等
の
放
射
線
量
低
減
対
策
に
要

し
た
費
用
に
つ
い
て
、一
般
会
計

予
算
の
補
正
を
専
決
処
分
に
て

行
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
財
政
調

整
基
金
か
ら
６
０
３
６
万
４
千

円
を
繰
り
入
れ
し
た
。

　

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
で
は
、
守
谷
市
ほ
か
３

市
か
ら
排
出
さ
れ
た
一
般
廃
棄

物
を
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
で
処

理
し
て
い
る
が
、
ご
み
処
理
の

焼
却
時
に
発
生
す
る
飛
灰
か
ら
、

環
境
省
の
埋
め
立
て
基
準
を
大

き
く
超
え
る
放
射
性
物
質
が
検

出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
ド

ラ
ム
缶
で
の
一
時
保
管
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。国
は
焼
却

灰
等
の
処
分
に
つ
い
て
新
た
な

基
準
を
示
し
た
が
、
埋
立
処
分

場
整
備
に
は
、
近
隣
住
民
の
理

解
や
費
用
も
発
生
す
る
た
め
、

国
の
責
任
に
お
い
て
飛
灰
の
保

管
等
に
か
か
る
費
用
の
補
償
や
、

最
終
処
分
場
の
確
保
を
行
う
よ

う
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

※
18
頁
に
意
見
書
全
文
掲
載

国
の
責
任
に
お
い
て
飛
灰

の
最
終
処
分
場
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書

（
議
員
提
出
議
案
第
７
号
）

平成22年度守谷市健全化判断比率

平成22年度公営企業会計資金不足比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
―

（13.14）
―

（18.14）
7.5

（25.0）
0.1

（350.0）

農業集落排水事業特別会計 水道事業会計 公共下水道事業会計
―

（20.0）
―

（20.0）
―

（20.0）

実質赤字額及び連結実質赤字額がないため「―」と記載。
（　　）内は早期健全化基準値

資金不足額がないため「―」と記載。（　　）内は経営健全化基準

（単位　％）

（単位　％）
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第３回定例会　審議結果
報　　告
番　　号 件　　　　　　　　名
第１０号　専決処分事項の報告について（和解）
第１１号　平成２２年度守谷市一般会計継続費精算報告
第１２号　平成２２年度守谷市健全化判断比率の報告について
第１３号　平成２２年度守谷市の公営企業会計資金不足比率の報告について

諮　　問
番　　号 件　　　　　　　　名   採決結果　　議決結果
第　２　号　人権擁護委員候補者の推薦について    賛成多数　　適　　任
第　３　号　人権擁護委員候補者の推薦について    賛成多数　　適　　任
第　４　号　人権擁護委員候補者の推薦について    賛成多数　　適　　任

議　　案
番　　号 件　　　　　　　　名   採決結果　　議決結果
第２９号　専決処分事項の承認について（守谷市税条例等の一部を改正する条例）  賛成多数　　承　　認
第３０号　専決処分事項の承認について（守谷市都市計画税条例の一部を改正する条例）  賛成多数　　承　　認
第３１号　専決処分事項の承認について（平成２３年度守谷市一般会計補正予算）  全員賛成　　承　　認
第３２号　平成２２年度守谷市一般会計歳入歳出決算認定  賛成多数　　認　　定
第３３号　平成２２年度守谷市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定  賛成多数　　認　　定
第３４号　平成２２年度守谷市老人保健特別会計歳入歳出決算認定  賛成多数　　認　　定
第３５号　平成２２年度守谷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定  賛成多数　　認　　定
第３６号　平成２２年度守谷市介護保険特別会計歳入歳出決算認定  賛成多数　　認　　定
第３７号　平成２２年度守谷市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定  賛成多数　　認　　定
第３８号　平成２２年度守谷市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定  賛成多数　　認　　定
第３９号　平成２２年度守谷市水道事業会計決算認定  賛成多数　　認　　定
第４０号　平成２２年度守谷市公共下水道事業会計決算認定  賛成多数　　認　　定
第４１号　守谷市特別職の職員の給与、報酬、議員報酬、旅費及び費用弁償に  全員賛成　　原案可決
　　　　　関する条例の一部を改正する条例
第４２号　守谷市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例  全員賛成　　原案可決
第４３号　守谷市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例  賛成多数　　原案可決
第４４号　平成２３年度守谷市一般会計補正予算（第２号）  賛成多数　　原案可決
第４５号　平成２３年度守谷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）  全員賛成　　原案可決
第４６号　平成２３年度守谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）  全員賛成　　原案可決
第４７号　平成２３年度守谷市介護保険特別会計補正予算（第１号）  全員賛成　　原案可決
第４８号　平成２３年度守谷市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）  全員賛成　　原案可決
第４９号　平成２３年度守谷市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）  全員賛成　　原案可決
第５０号　平成２３年度守谷市水道事業会計補正予算（第１号）  全員賛成　　原案可決
第５１号　平成２３年度守谷市公共下水道事業会計補正予算（第１号）  全員賛成　　原案可決

請願・陳情
受理番号 件　　　　　　　　名   採決結果　　議決結果
第　６　号　教育予算の拡充を求める請願    賛成少数　　不 採 択
第　７　号　常総地方市町村圏事務組合第三次ごみ処理施設運営管理について  賛成少数　　不 採 択
　　　　　「最大現の透明性、公正性、経済性の確保を図る業務発注を求める意見書」に関する請願

議員提出議案 
番　　号 件　　　　　　　　名   採決結果　　議決結果
第　６　号　教育予算の拡充を求める意見書    賛成少数　　原案否決
第　７　号　国の責任において飛灰の最終処分場の確保を求める意見書  全員賛成　　原案可決
第　８　号　守谷市議会の議決すべき事件を定める条例  全員賛成　　原案可決

※議案や請願・陳情を守谷市議会のホームページで閲覧することができます。（ＰＤＦファイル）
　ファイルは、議案等が本会議で上程された後に掲載します。
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平
成
22
年
度
の
各
会
計
決
算

を
審
査
す
る
た
め
、
議
長
を
除

く
全
議
員
で
構
成
す
る
決
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
た
。

○
委
員
構
成

委
員
長　
高　
木　
和　
志

副
委
員
長　
高　
梨　
恭　
子

委　
　
員　
鈴　
木　
　
　
榮

　
　
〃　
　
高　
橋　
典　
久

　
　
〃　
　
浅　
川　
利　
夫

　
　
〃　
　
山　
﨑　
裕　
子

　
　
〃　
　
酒　
井　
弘　
仁

　
　
〃　
　
川　
名　
敏　
子

　
　
〃　
　
唐
木
田　
幸　
司

　
　
〃　
　
市　
川　
和　
代

　
　
〃　
　
尾　
﨑　
靖　
男

　
　
〃　
　
佐　
藤　
弘　
子

　
　
〃　
　
松　
丸　
修　
久

　
　
〃　
　
梅　
木　
伸　
治

　
　
〃　
　
平　
野　
寿　
朗

　
　
〃　
　
山　
田　
清　
美

　
　
〃　
　
又　
耒　
成　
人

　
　
〃　
　
中　
田　
孝
太
郎

　
　
〃　
　
倉　
持　
　
　
洋

　
執
行
部
か
ら
の
説
明
と
、
委

員
か
ら
出
た
主
な
意
見
は
、
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

臨
時
財
政
対
策
債
の
借

入
れ
先
に
財
政
融
資
資
金
と
民

間
の
金
融
機
関
と
が
あ
り
、財
政

融
資
資
金
よ
り
、民
間
の
金
融
機

関
の
方
が
、
金
利
が
０
．２
％
ほ

ど
高
い
。平
成
21
年
度
ま
で
は
財

政
融
資
資
金
か
ら
借
入
れ
を
し

て
い
る
。平
成
22
年
度
に
お
い
て

は
、
繰
上
償
還
を
行
え
る
よ
う
、

民
間
の
金
融
機
関
か
ら
借
入
れ

を
行
っ
て
い
る
。

問　
普
通
交
付
税
２
億
１
１
５
２
万

７
千
円
の
う
ち
、
臨
時
財
政
対

策
債
償
還
分
が
、
ど
の
く
ら
い

見
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。

答　
普
通
交
付
税
の
額
は
、
基

準
財
政
収
入
額
と
基
準
財
政
需

要
額
の
比
較
で
算
出
さ
れ
る
た

め
、
普
通
交
付
税
の
中
に
ど
れ

く
ら
い
臨
時
財
政
対
策
債
分
が

含
ま
れ
て
い
る
の
か
は
、
明
確

で
は
な
い
。

　
　
　
民
間
の
金
融
機
関
と
財

政
融
資
資
金
と
比
べ
た
際
、
金

利
の
高
い
民
間
の
金
融
機
関
か

ら
借
入
れ
る
場
合
に
お
い
て
、

繰
上
償
還
が
出
来
る
う
ち
は
良

い
が
、
長
期
的
な
財
政
状
況
を

考
え
る
と
、
金
利
の
差
が
少
な

く
て
も
、
数
年
後
に
大
き
な
影

響
が
出
る
懸
念
が
あ
る
。
今
後

も
民
間
の
金
融
機
関
か
ら
借
入

れ
を
す
る
の
な
ら
ば
、
将
来
を

見
越
し
た
財
政
計
画
を
た
て
る

べ
き
で
あ
る
。

臨
時
財
政
対
策
債
残
高
（
一

般
会
計
）・
45
億
６
１
３
４
万

３
千
円

　
　
　

ア
ー
カ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
は
県
事
業
に
参
加

す
る
形
で
、
長
年
５
０
０
万
円

の
支
出
を
し
て
い
る
。
事
業
へ

の
支
援
継
続
に
つ
い
て
の
検
討

や
、
市
独
自
の
ア
ー
ト
事
業
の

検
討
に
つ
い
て
、
今
後
の
方
向

と
し
て
、
県
で
も
事
業
の
見
直

し
を
検
討
し
て
い
る
。
市
と
し

て
も
県
と
協
調
し
考
え
て
い
く
。

　
守
谷
市
の
ア
ー
カ
ス
事
業
と

し
て
、
昨
年
市
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
子
ど
も
達
に
フ
ェ
イ
ス
ペ

イ
ン
ト
を
行
っ
た
り
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
、
延
べ

２
７
０
０
名
を
超
え
る
市
民

が
、
か
か
わ
っ
て
い
る
。
現
代

ア
ー
ト
に
お
い
て
、
市
の
知
名

度
も
上
が
っ
て
い
る
。

　
　
　
ア
ー
カ
ス
事
業
に
つ
い

て
は
、
事
業
に
対
す
る
課
題
に

毎
年
変
化
が
見
ら
れ
な
い
た

め
、
取
り
組
み
方
に
工
夫
を
入

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
も
っ
と
多

く
の
市
民
が
参
加
出
来
る
事
業

に
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
る
効
果
に
よ

り
、
事
業
経
費
は
年
々
下
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
年
々
障
害
者

の
通
所
件
数
も
増
え
て
き
て
い

る
が
、
祝
日
の
開
所
や
時
間
延

長
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
面
の
向
上

も
見
ら
れ
る
。

　
こ
ど
も
療
育
教
室
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
や
相
談
件
数
が
増

え
て
お
り
、
十
分
な
人
員
体
制

を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

年
々
、
職
員
は
増
え
て
は
い
る

が
、
今
後
は
研
修
な
ど
に
力
を

入
れ
、
職
員
一
人
の
受
け
持
つ

人
数
を
増
や
す
よ
う
に
努
力
し

て
い
く
。

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
・
１
２
３
２
万
９
千
円

こ
ど
も
療
育
教
室
通
園
指
導
事

業
・
７
１
４
万
４
千
円

　
　
　
現
在
守
谷
市
で
は
、
道

路
維
持
管
理
に
お
け
る
道
路
排

水
施
設
の
清
掃
や
路
肩
等
の
除

草
を
委
託
に
よ
り
行
っ
て
い

る
。
排
水
枡
等
の
数
は
、
約

１
１
８
４
箇
所
あ
る
。
排
水
枡

清
掃
は
、
現
場
を
確
認
し
、
流

れ
に
支
障
が
出
て
い
る
と
こ
ろ

を
主
に
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
市
で
は
道
路
清
掃
車
を

１
台
保
有
し
て
い
る
が
、
稼
働

状
況
が
少
な
い
。
も
っ
と
有
効

的
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

道
路
維
持
総
務
費
・
３
４
７
３
万

２
千
円

　
　
　
学
校
給
食
費
を
滞
納
し

て
い
る
件
数
と
金
額
は
、
件
数

が
約
１
５
０
０
件
、
人
数
は
卒

業
者
も
含
め
て
約
１
２
０
名
お

り
、
金
額
は
約
６
３
３
万
円
で

あ
る
。

　
滞
納
対
策
と
し
て
、
子
ど
も

手
当
等
か
ら
の
引
落
を
検
討
し

た
が
、
給
食
費
は
法
律
的
に
直

接
引
く
こ
と
は
出
来
ず
、
滞
納

者
に
は
、
口
座
振
込
み
で
は
な

く
、
現
金
支
給
の
同
意
を
頂

き
、
そ
の
際
に
未
納
分
を
納
付

し
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
。
子
ど
も
手
当
か
ら
給
食

費
の
支
払
い
を
し
て
く
れ
た
保

護
者
は
１
名
い
た
。

　

な
お
、
昨
年
度
の
滞
納
件
数

と
金
額
に
つ
い
て
は
、
42
名
、

１
０
６
万
円
の
未
納
が
あ
っ
た
。

　
　
　
給
食
費
の
滞
納
に
つ
い

て
は
、再
三
問
題
に
し
て
お
り
、

執
行
部
か
ら
、
全
庁
を
あ
げ
て

取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
の
回
答
を
得
て
い
る
が
、
改

善
さ
れ
て
い
な
い
。
不
公
平
感

を
な
く
す
た
め
に
も
、
更
な
る

努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
給
食
費
の
未
納
に
つ
い

て
は
、保
護
者
の
責
任
で
あ
り
、

未
納
の
影
響
に
よ
り
、
子
ど
も

達
に
何
ら
か
の
し
わ
寄
せ
が
い

く
こ
と
の
無
い
よ
う
に
す
べ
き

で
あ
る
。

給
食
事
業
運
営
経
費
・
３
億

９
９
２
９
万
６
千
円

決
算
特
別
委
員
会

臨
時
財
政
対
策
債
の
借
入

先
の
根
拠
は　

市
民
の
た
め
の
ア
ー
ト
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
を

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
こ

ど
も
療
育
教
室
の
運
営
状
況

道
路
排
水
施
設
清
掃
と
道
路

清
掃
車
の
有
効
的
活
用
を

給
食
費
の
未
納
を
な
く
し
、
よ

り
充
実
し
た
給
食
事
業
運
営
を

○
○
意
見

○
○
説
明

○
○
説
明

○
○
説
明

○
○
説
明

○
○
説
明

○
○
意
見

○
○
意
見

○
○
意
見

○
○
意
見
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内　　訳 H22年度（万円）H21年度（万円）伸び率（％）
市 税 1,063,924 1,049,673 1.4
繰 入 金 125,854 39,659 217.3
諸 収 入 72,258 40,085 80.3
繰 越 金 67,727 57,404 18.0
財 産 収 入 45,448 37,289 21.9
分担金及び負担金 27,434 27,008 1.6
寄 付 金 11,506 80,031 ▲ 85.6
使用料及び手数料 9,208 8,983 2.5
国 庫 支 出 金 254,420 209,525 21.4
県 支 出 金 87,204 68,650 27.0
地方消費税交付金 45,914 45,993 ▲ 0.2
市 債 42,890 59,000 ▲ 27.3
地 方 交 付 税 41,729 17,738 135.3
地 方 譲 与 税 20,450 21,165 ▲ 3.4
地方特例交付金 12,585 10,917 15.3
そ の 他 10,844 11,725 ▲ 7.5

計 1,939,395 1,784,845 8.7

内　　訳 Ｈ22年度（万円）H21年度（万円）伸び率（％）
民 生 費 537,696 405,383 32.6
教 育 費 273,762 239,903 14.1
総 務 費 197,266 282,820 ▲ 30.3
土 木 費 193,681 197,216 ▲ 1.8
公 債 費 190,699 188,679 1.1
衛 生 費 149,147 123,354 20.9
諸 支 出 金 111,723 64,175 74.1
消 防 費 93,054 94,852 ▲ 1.9
議 会 費 18,652 18,991 ▲ 1.8
農 林 水 産 業 費 17,007 17,814 ▲ 4.5

その他
（商工費，労働費） 7,839 7,688 2.0

計 1,790,526 1,640,875 9.1

守谷市の決算（概要）

平成22年度　一般会計歳入　193億 9,395万円

平成22年度　一般会計歳出　179億 526万円

平成22年度　特別会計決算額
会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差　　引

国民健康保険特別会計 45億 7,003 万円 44億 4,308 万円 1億 2,695 万円
老 人 保 健 特 別 会 計 874万円 681万円 193万円
後期高齢者医療特別会計 3億 1,935 万円 3億 1,682 万円 253万円
介 護 保 険 特 別 会 計 22億　920万円 20億 8,189 万円 1億 2,731 万円
介護サービス事業特別会計 1,039 万円 898万円 141万円
農業集落排水事業特別会計 3,317 万円 3,154 万円 163万円

合　　　　　計 71億 5,087 万円 68億 8,912 万円 2億 6,175 万円

水 道 事 業 会 計

収益的収入 収益的支出 差　　引
14億　639万円 12億 2,966 万円 1億 7,673 万円
資本的収入 資本的支出 差　　引
2億 8,348 万円 3億 5,852 万円 ▲ 7,505 万円

公 共 下 水 道 事 業 会 計

収益的収入 収益的支出 差　　引
14億 5,575 万円 11億 8,932 万円 2億 6,643 万円
資本的収入 資本的支出 差　　引
5億 1,028 万円 7億 5,474 万円 ▲ 2億 4,446 万円

※資本的収支の不足額は，積立金・消費税資本的収支調整額により補てん

（前年度比 9.1%増）

（前年度比 8.7%増）
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守谷市監査委員　田向節三、鈴木　榮（議会選出）

監査委員からの決算審査意見書（要旨）

一般会計一般会計
　経済情勢は緩やかな景気の回復傾向が見られたものの、円高や高い失業率など依然として厳しい状況が
続き、3月 11 日に発生した東日本大震災と福島第一原子力発電所の事故により、景気に対する不透明感が
より一層高まった。
　歳入では、法人市民税や固定資産税の伸びと普通交付税、子ども手当負担金やまちづくり交付金が交付
され、昨年度より増額となった。歳出においては、民生費の子ども手当や民間保育所委託経費、労働費の
緊急雇用創出事業経費、教育費の守谷小学校改築事業経費などが増額された。
　また、財政分析指標では、財政力を示す数値である財政力指数は 1.02（3箇年平均）となり、前年度と
比較して 0.03 ポイント減少した。財政構造の硬直度や弾力性を示す経常収支比率は 88.7％で、前年度と
比較して 0.4 ポイント上昇した。公債費負担比率は 13.0％で、前年度と比較して 1.6 ポイント減少し、大
幅に改善した。改善の主な要因は、繰上償還金の減少と一般財源が増加したことによるものである。今後も、
職員一人ひとりが最少の経費で最大の効果を挙げるといった費用対効果を常に意識し、より効率的かつ効
果的な事務事業の推進に取り組むと共に、徹底した経費の節減に努めていくよう要望する。

国民健康保険特別会計国民健康保険特別会計
　歳入は、昨年度より保険税収入は減少したが、前期高齢者交付金等の増加により 4.7％増となった。当
年度も一般会計から法定外として 1億 2,663 万円の繰入れを行っている。公平・公正な負担と財源確保の
ためにも、現年度課税分を中心に収納対策を更に推進し、健全な制度の維持、運営に努力されたい。歳出
については、保険給付費が前年度比 5.3％増となった。市民の健やかな生活を維持するとともに、医療費
の抑制を図るため、特定健康診査の受診率向上などに努力されたい。

老人保健特別会計老人保健特別会計
　当会計は平成 22年度で終了し、今後、事務処理
は一般会計で行う。引き続き適正な事務の執行を
図られたい。

後期高齢者医療特別会計後期高齢者医療特別会計
　被保険者は、前年度と比べて 207 人、5.7％の増
加であった。現年度賦課分を中心に収納対策を推
進し制度の健全運営に努力されたい。

介護保険特別会計介護保険特別会計
　保険給付費総額は、前年度より 2 億 6 万円、
12.6％増となったが、包括的な介護予防策の積極
的な取組みにより、要介護の認定率は茨城県下一
低い状況である。今後も効果的な介護サービスの
提供と介護費用の適正化に努力されたい。

介護サービス事業特別会計介護サービス事業特別会計
　地域包括支援センターが居宅介護予防支援事業
所の指定を受け、要支援認定を受けた方に対する
サービスを行うための会計であり、受給者は 124
人である。対象となる高齢者の生活向上を図り事
業を推進されたい。

農業集落排水事業特別会計農業集落排水事業特別会計
　西板戸井地区を対象とした農業集落排水事業であり、施設を 170 戸が使用している。今後も、公共下水
道との一体管理による効率的な運営に努め、計画的なメンテナンスに努力されたい。

水道事業会計・公共下水道会計水道事業会計・公共下水道会計
　上下水道事業とも、人口増加と恵まれた地域環境に支えられ､ 営業活動は順調である。また、市民サー
ビス向上のため、料金徴収業務の積極的な取組によるクレジットカード納付を実施している。上下水道施
設の更新と耐震化への長期的な取組に必要な整備計画を策定し、将来に向けて持続可能な事業経営への取
組を強く望む。
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松　
丸　
修　
久

　
　
〃　
　
又　
耒　
成　
人

○
所
管
事
務

　
総
務
部
（
総
務
課
、秘
書
課
、

企
画
課
、
財
政
課
、
税
務
課
、

収
納
推
進
課
）
と
会
計
課
、
他

の
委
員
会
に
属
し
な
い
事
務

　
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

の
検
討
風
景
や
記
念
事
業
を
撮

影
・
記
録
す
る
た
め
、
記
録
用

の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
と
、
編
集
・

保
存
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
購
入
の
た
め
需

用
費
を
増
額
し
た
。

　
な
お
、撮
影
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
撮
影
を
予
定
し
て
い
る
。

　

地
方
交
付
税
の
代
替
財
源

で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
の

発
行
可
能
額
の
確
定
に
伴
い
、

臨
時
財
政
対
策
債
限
度
額
を

１
億
４
６
０
０
万
円
増
額
し
、

限
度
額
を
５
億
２
４
０
０
万
円

と
し
た
。

問　
平
成
23
年
度
の
臨
時
財
政

対
策
債
の
借
入
先
と
利
率
は
。

答　
今
年
度
は
、
借
入
先
と
し

て
財
政
融
資
資
金
を
予
定
し
て

い
る
。
利
率
は
借
入
れ
時
期
で

あ
る
来
年
５
月
時
点
で
確
定
と

な
る
。
今
年
の
５
月
に
借
入

れ
た
前
年
度
分
の
利
率
は
１
・

３
％
で
あ
っ
た
。

●
臨
時
財
政
対
策
債
…
財
源
不

足
を
補
う
た
め
特
例
と
し
て
発

行
す
る
地
方
債
。

　
税
収
の
伸
び
や
特
別
交
付
税

か
ら
普
通
交
付
税
へ
の
移
行
取

り
や
め
等
に
伴
い
、
普
通
交
付

税
の
交
付
額
が
当
初
見
込
み
を

下
回
る
た
め
減
額
と
な
っ
た
。

問　

普
通
交
付
税
が
減
額
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
特
別
交
付

税
は
増
額
に
な
っ
て
い
な
い
が
、

全
体
で
は
減
額
に
な
る
の
か
。

答　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
り
、
特
別
交
付
税
か
ら
普
通

交
付
税
へ
の
移
行
が
取
り
や
め

と
な
り
、当
初
の
見
込
み
よ
り
、

減
額
と
な
る
予
想
で
あ
る
。

　
今
回
の
一
般
会
計
の
補
正
に

よ
り
財
源
に
不
足
が
生
じ
た

た
め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

４
億
４
６
３
９
万
２
千
円
を

繰
入
れ
て
補
て
ん
す
る
。
な

お
、
補
正
後
の
基
金
残
高
は

26
億
２
２
７
万
円
と
な
る
。

●
財
政
調
整
基
金
…
年
度
間
の

財
源
の
不
均
衡
調
整
の
た
め
の

積
立
金
。
地
方
財
政
法
で
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

●
繰
入
金
…
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
基
金
の
間
に
お
い
て
相

互
に
資
金
を
運
用
す
る
こ
と
。

　
現
在
活
用
し
て
い
る
「
人
事

記
録
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
、

シ
ス
テ
ム
導
入
以
前
の
紙
媒
体

の
台
帳
を
デ
ー
タ
化
し
て
保
存

す
る
た
め
、
臨
時
職
員
を
新
た

に
採
用
す
る
。

　
ま
た
、
普
通
財
産
に
係
る
土

地
の
調
査
を
委
託
に
よ
り
行

い
、
現
況
把
握
と
台
帳
デ
ー
タ

の
整
備
を
行
う
。

　

財
源
は
ど
ち
ら
も
緊
急
雇
用

創
出
事
業
補
助
金
を
活
用
す
る
。

問　
公
有
財
産
台
帳
の
整
備
を

行
う
こ
と
で
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
に
変
更
は
生
じ
る
の
か
。

答　
普
通
財
産
管
理
の
た
め
の

現
況
把
握
や
、
デ
ー
タ
の
整
備

を
行
う
も
の
で
あ
り
、
評
価
を

見
直
す
も
の
で
は
な
い
た
め
、

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
は
影
響
し

な
い
。

番　　号 採決結果 審査結果

議 案 第 44 号 全員賛成 原案可決

審査結果

【
議
案
第
44
号
の
主
な
内
容
】

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事

業
に
む
け
て

臨
時
財
政
対
策
債
の
限
度

額
を
増
額

地
方
交
付
税
が

２
億
８
７
８
９
万
円
減
額

緊
急
雇
用
創
出
事
業
補
助

金
を
活
用

４
億
４
６
３
９
万
２
千
円

財
政
調
整
基
金
か
ら
繰
入
れ

会　　計 当初予算 第１回補正 第１回専決処分 第２回補正 合　　計

一 般 会 計 206億 6,900 万円 1億 352万 3千円 6,036 万 4千円 3億 9,213 万 3千円 212億 2,502 万円

国民健康保険特別会計 45億 2,634 万 3千円 1億 4,489 万 2千円 46億 7,123 万 5千円

後期高齢者医療特別会計 3億 2,762 万 5千円 211万 2千円 3億 2,973 万 7千円

介 護 保 険 特別会計 25億 4,613 万 3千円 1億 2,787 万 9千円 26億 7,401 万 2千円

介護サービス事業特別会計 1,098 万円 141万円 1,239 万円

農業集落排水事業特別会計 4,067 万 5千円 0円 4,067 万 5千円

水 道 事 業 会 計 17億 2,234 万 2千円 △ 148万 6千円 17億 2,085 万 6千円

公共下水道事業会計 23億 7,158 万 1千円 47万 6千円 23億 7,205 万 7千円

合 　 計 322億 1,467 万 9千円 330億 4,598 万 2千円

第 1回定例会で可決した守谷市の当初予算の総額（支出ベース）は 322億 1,467 万 9千円です。
その後、第2回・第 3回定例会で各会計の補正が行われ、予算総額は次のように推移しています。

平成23年度各会計予算総額の推移平成23年度各会計予算総額の推移
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○
委
員
構
成

委
員
長　
梅　
木　
伸　
治

副
委
員
長　
浅　
川　
利　
夫

委　
　
員　
酒　
井　
弘　
仁

　
　
〃　
　
川　
名　
敏　
子

　
　
〃　
　
唐
木
田　
幸　
司

　
　
〃　
　
中　
田　
孝
太
郎

　
　
〃　
　
倉　
持　
　
　
洋

○
所
管
事
務

　
生
活
経
済
部
（
市
民
協
働
推

進
課
、総
合
窓
口
課
、経
済
課
、

生
活
環
境
課
）、
都
市
整
備
部

（
都
市
計
画
課
、
建
設
課
）、
農

業
委
員
会
、
上
下
水
道
事
務
所

　
平
成
24
年
度
か
ら
粗
大
ご
み

の
収
集
・
運
搬
に
つ
い
て
、
手

数
料
を
徴
収
す
る
た
め
に
条
例

の
一
部
を
改
正
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、粗
大
ご
み
１
点
に
つ
き
、

５
０
０
円
の
手
数
料
が
発
生
す

る
。

問　
手
数
料
の
徴
収
方
法
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　
市
内
の
ご
み
指
定
袋
を
扱

う
店
舗
に
て
収
集
許
可
の
シ
ー

ル
を
購
入
し
、
粗
大
ご
み
１
点

に
つ
き
１
枚
の
シ
ー
ル
を
貼
っ

て
収
集
し
て
も
ら
う
。

問　
個
数
の
制
限
は
あ
る
の
か
。

答　
個
数
の
制
限
は
な
い
。
現

在
は
２
点
か
ら
の
収
集
受
付
だ

が
、
今
後
は
シ
ー
ル
を
貼
れ
ば

１
点
か
ら
収
集
可
能
で
あ
る
。

　
守
谷
駅
東
口
に
あ
る
ア
ワ
ー

ズ
も
り
や
に
対
す
る
市
の
賃
料

を
軽
減
す
る
た
め
に
、
先
払
い

賃
料
と
し
て
２
億
７
千
万
円
を

増
額
補
正
し
、
従
来
の
月
払
い

に
よ
る
賃
料
の
軽
減
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

問　
ア
ワ
ー
ズ
も
り
や
の
事
業

内
容
や
今
後
の
展
望
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答　
地
域
活
性
化
の
た
め
に
商

業
施
設
と
し
て
事
業
展
開
し
て

い
る
が
、
現
在
空
き
テ
ナ
ン
ト

が
発
生
し
て
お
り
、
満
室
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　
　
今
後
の
事
業
計
画
に
つ

い
て
、
運
営
や
収
支
の
見
直
し

等
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
守
谷
市
に
と
っ
て
高
価

な
財
産
で
あ
り
、
そ
の
一
部
を

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
利
用
す

る
価
値
は
認
め
る
が
、
ア
ワ
ー

ズ
の
運
営
を
考
え
れ
ば
、
少
し

　
従
来
の
共
同
活
動
支
援
交
付

金
に
加
え
て
、
水
路
、
農
道
、

た
め
池
等
の
整
備
・
舗
装
な
ど

の
ハ
ー
ド
事
業
を
支
援
す
る
、

国
の
新
た
な
政
策
で
あ
る
「
向

上
活
動
支
援
交
付
金
」
が
設
け

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
大
野
地

区
と
菅
生
沼
地
区
の
活
動
団
体

を
支
援
す
る
た
め
、
５
年
間
の

債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
た
。

●
向
上
活
動
支
援
交
付
金
…
農

地
・
農
業
用
水
等
の
資
源
や
農

村
環
境
を
保
全
し
て
い
く
た

め
、
農
業
者
と
地
域
住
民
が
一

体
と
な
っ
て
行
う
事
業
へ
の
交

付
金
。
水
路
・
農
道
等
の
整
備

を
支
援
す
る
。
農
地
・
水
・
環

境
保
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
団
体
等
が
対
象
と
な
る
。

　
こ
の
請
願
の
内
容
は
、
常
総

地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

で
も
経
済
的
な
回
収
が
で
き
る

よ
う
、
全
力
を
挙
げ
る
べ
き
で

あ
る
。

　
　
　

厳
し
い
状
況
を
踏
ま

え
、
安
易
に
公
共
施
設
の
活
用

の
み
に
走
ら
な
い
よ
う
、
更
な

る
努
力
を
望
む
。

　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
の
防
災
ガ
イ
ド
に

あ
っ
た
、
災
害
時
の
心
構
え
等

の
記
載
に
つ
い
て
見
直
し
を
行

い
、さ
ら
に
、当
初
５
千
部
の
印

刷
予
定
で
あ
っ
た
も
の
を
、
全

戸
配
布
に
す
る
た
め
、
印
刷
部

数
を
３
万
５
千
部
に
変
更
し
た
。

　
ご
み
の
分
別
方
法
が
、
平
成

24
年
度
か
ら
現
在
の
５
種
13
分

別
か
ら
５
種
16
分
別
に
変
更
に

な
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

不
燃
ご
み
扱
い
で
あ
っ
た
廃
蛍

光
管
を
新
た
に
分
別
し
て
回
収

す
る
た
め
、
公
民
館
等
に
専
用

の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
購
入
・
設

置
す
る
。

の
第
三
次
ご
み
処
理
施
設
の
運

営
管
理
に
対
し
、
安
全
性
の
確

保
と
、
適
切
な
競
争
性
を
持
つ

こ
と
を
求
め
、
①
一
般
競
争
入

札
で
の
業
務
発
注
に
す
る
。
②

情
報
公
開
と
１
年
ご
と
の
契
約

見
直
し
を
設
け
る
。
③
キ
ル
ン

式
ガ
ス
化
溶
融
炉
設
置
済
み
の

自
治
体
等
と
の
連
携
を
強
化
す

る
。
な
ど
の
こ
と
に
つ
い
て
、

広
域
事
務
組
合
に
対
し
意
見
書

提
出
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
キ
ル
ン
式
ガ
ス
化
溶
融

炉
は
特
殊
な
面
も
あ
り
、
あ
る

程
度
の
実
績
が
な
い
と
管
理
が

難
し
い
こ
と
か
ら
、
一
般
競
争

入
札
で
は
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　
単
年
度
ご
と
の
契
約
よ

り
、
長
期
契
約
の
ほ
う
が
契
約

に
関
す
る
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ

る
の
で
は
。

　
　
　

１
年
ご
と
の
契
約
で

は
、
問
題
や
責
任
の
先
送
り
が

出
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
も
懸

念
が
あ
る
。

　
審
査
の
結
果
、
賛
成
者
少
数

に
よ
り
、
不
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
。

都
市
経
済
常
任
委
員
会

粗
大
ご
み
の
収
集
が
有
料
に

（
議
案
第
43
号
）

ア
ワ
ー
ズ
も
り
や
の
今
後

は
ど
う
な
る
？

（
議
案
第
44
号
）

大
震
災
を
踏
ま
え
て
防
災

ガ
イ
ド
を
見
直
し

（
議
案
第
44
号
）

農
道
舗
装
等
の
ハ
ー
ド
事

業
を
支
援

（
議
案
第
44
号
）

ご
み
の
分
別
方
法
変
更
に
よ
り

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
購
入

（
議
案
第
44
号
）

常
総
地
方
市
町
村
圏
事
務
組

合
第
三
次
ご
み
処
理
施
設
運

営
管
理
に
つ
い
て
「
最
大
限
の

透
明
性
、
公
正
性
、
経
済
性
の

確
保
を
図
る
業
務
発
注
を
求

め
る
意
見
書
」
に
関
す
る
請
願

（
受
理
番
号
第
７
号
）

番 　 　 号 採決結果 審査結果
議 案 第 43 号 全員賛成 原案可決
議 案 第 44 号 全員賛成 原案可決
議 案 第 49 号 全員賛成 原案可決
議 案 第 50 号 全員賛成 原案可決
議 案 第 51 号 全員賛成 原案可決
受理番号第７号（請願） 賛成少数 不 採 択

審査結果

○
○
意
見

○
○
意
見

○
○
意
見

○
○
意
見

○
○
意
見

○
○
意
見

アワーズもりや
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が
、
い
じ
め
・
不
登
校
の
割
合

も
減
っ
て
お
り
、
少
人
数
学
級

に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
教
育
現
場
か
ら
も
少
人

数
学
級
を
希
望
す
る
声
も
出
て

お
り
、
も
う
少
し
教
育
に
国
庫

負
担
を
か
け
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　
30
人
以
下
学
級
に
し
た

場
合
、
教
育
の
観
点
か
ら
は
良

い
部
分
も
あ
る
が
、
国
の
財
政

状
況
が
厳
し
い
中
、
こ
の
１
点

の
み
を
取
り
上
げ
て
意
見
書
を

提
出
す
る
の
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
少
人
数
学
級
が
望
ま
し

い
こ
と
は
理
解
で
き
、
意
見
書

の
趣
旨
に
も
賛
成
で
き
る
が
、

東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
等
を

優
先
す
る
こ
と
も
あ
り
、
現
時

点
で
行
う
こ
と
は
難
し
い
た

め
、
長
期
的
な
目
標
と
し
て
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
守
谷
市
に
お
い
て
考
え

た
場
合
、
学
級
や
教
員
増
と
な

り
、
施
設
整
備
の
面
で
財
政
負

担
が
出
て
来
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
は
。

　
審
査
の
結
果
、
可
・
否
が
同

数
で
あ
っ
た
た
め
、
委
員
長
裁

決
に
よ
り
採
択
と
な
っ
た
。

　

義
務
標
準
法
が
改
正
さ
れ
、

小
学
校
１
年
生
の
35
人
以
下
学

級
編
制
が
見
直
さ
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
日
本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

諸
国
に
比
べ
、
１
人
当
た
り
の

児
童
生
徒
数
や
教
員
１
人
当
た

り
の
生
徒
数
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
保
護
者
か
ら
も

30
人
以
下
学
級
を
望
む
声
が

多
い
。
子
ど
も
達
が
全
国
ど

こ
に
い
て
も
均
等
に
教
育
が

受
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、

２
０
１
２
年
度
政
府
予
算
に
対

し
、
教
育
費
の
拡
充
の
意
見
書

提
出
を
求
め
る
請
願
で
あ
る
。

問　
守
谷
市
の
現
状
は
ど
う
か
。

答　
小
学
校
１
３
１
ク
ラ
ス
の

う
ち
、
65
ク
ラ
ス
が
30
人
以
下

学
級
で
あ
る
。

問　
教
育
現
場
か
ら
の
声
は
。

答　
現
場
か
ら
は
少
人
数
を
望

む
声
も
出
て
い
る
。

　
　
　
理
想
は
30
人
以
下
の
少

人
数
学
級
で
あ
る
。
国
の
負
担

割
合
が
少
な
い
が
た
め
に
発
生

す
る
問
題
も
あ
る
の
で
、
国
に

対
し
意
見
書
を
出
す
べ
き
だ
。

　
　
　
財
政
上
の
問
題
も
あ
る

○
○
意
見

○
○
意
見

○
○
意
見

○
○
意
見

○
○
意
見

○
○
意
見

○
委
員
構
成

委
員
長　
市　
川　
和　
代

副
委
員
長　
山　
﨑　
裕　
子

委　
　
員　
鈴　
木　
　
　
榮

　
　
〃　
　
高　
橋　
典　
久

　
　
〃　
　
佐　
藤　
弘　
子

　
　
〃　
　
平　
野　
寿　
朗

　
　
〃　
　
山　
田　
清　
美

○
所
管
事
務

　
保
健
福
祉
部（
社
会
福
祉
課
、

児
童
福
祉
課
、
介
護
福
祉
課
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、国
保
年
金
課
）

と
教
育
委
員
会（
学
校
教
育
課
、

生
涯
学
習
課
、
指
導
室
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
、中
央
図
書
館
）

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
が
ス
ポ
ー

ツ
基
本
法
に
改
め
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、「
守
谷
市
特
別
職
の

職
員
の
給
与
、
報
酬
、
議
員
報

酬
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
」
の
条
文
中
の
「
体

育
指
導
委
員
」
の
名
称
を
、「
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」
に
改
正
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
伴

い
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給

対
象
遺
族
と
災
害
援
護
資
金
の

貸
付
に
関
す
る
事
項
を
改
正
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
通
常
の
支

給
対
象
者
で
あ
る
配
偶
者
、
父

母
、
子
、
孫
、
祖
父
母
が
い
な

い
場
合
は
、
兄
弟
姉
妹
も
支
給

対
象
と
な
る
。

　
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
運
営

事
業
の
児
童
ク
ラ
ブ
と
、
子
ど

も
教
室
を
、
平
成
24
年
４
月
か

ら
管
理
運
営
の
業
務
委
託
を
す

る
た
め
に
、
債
務
負
担
行
為
の

補
正
を
行
っ
た
。

問　
業
務
委
託
を
す
る
利
点
は
。

答　
夏
休
み
期
間
な
ど
指
導
員

の
確
保
が
困
難
な
た
め
、
民
間

の
力
を
活
用
す
る
。
ま
た
運
営

面
で
も
、
専
門
業
者
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
運
営
が
期
待
出

来
る
。

問　
指
導
員
へ
の
周
知
は
。

答　

年
度
当
初
に
説
明
会
を

行
っ
た
。

　
10
月
１
日
か
ら
「
い
ば
ら
き

身
障
者
等
用
駐
車
場
利
用
制

度
」が
始
ま
る
こ
と
を
受
け
て
、

利
用
証
を
５
千
枚
印
刷
す
る
た

め
の
増
額
補
正
で
あ
る
。な
お
、

事
業
費
は
全
額
茨
城
県
か
ら
の

補
助
金
で
あ
る
。

●
い
ば
ら
き
身
障
者
等
用
駐
車

場
利
用
制
度
…
内
部
障
害
や
妊

産
婦
の
方
な
ど
も
安
心
し
て
車

い
す
マ
ー
ク
の
駐
車
場
が
利
用

で
き
る
よ
う
利
用
証
を
発
行

し
、
環
境
を
整
備
す
る
制
度
。

問　
け
が
人
は
該
当
す
る
の
か
。

答　
け
が
人
は
外
見
か
ら
状
況

確
認
が
で
き
る
た
め
、
利
用
証

交
付
に
は
該
当
し
て
い
な
い

が
、
駐
車
場
を
使
用
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
接
種

期
間
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
接
種
者
へ
の
通
知
に
か
か

る
費
用
を
増
額
補
正
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
接
種
を
見
合
わ
せ
て

い
た
平
成
17
年
〜
21
年
に
接
種

で
き
な
か
っ
た
対
象
者
の
接
種

機
会
が
緩
和
さ
れ
た
。

問　
対
象
者
の
人
数
は
。

答　
接
種
対
象
者
は
１
９
１
１

名
で
あ
る
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

番　　号 採決結果 審査結果
議案第４１号 全員賛成 原案可決
議案第４２号 全員賛成 原案可決
議案第４４号 賛成多数 原案可決
議案第４５号 全員賛成 原案可決
議案第４６号 全員賛成 原案可決
議案第４７号 全員賛成 原案可決
議案第４８号 全員賛成 原案可決

受理番号第６号（請願） 賛成多数 採　　択

審査結果

いばらき身障者等用駐車場利用証

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
名

称
を
改
正
（
議
案
第
41
号
）

災
害
弔
慰
金
支
給
対
象
が

拡
大　
　
（
議
案
第
42
号
）

安
心
し
て
駐
車
場
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
（
議
案
第
44
号
）

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
接
種

期
間
が
拡
大
（
議
案
第
44
号
）

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

請
願　
（
受
理
番
号
第
６
号
）

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
運
営

事
業
の
管
理
を
業
務
委
託
へ

（
議
案
第
44
号
）
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一  般  質  問  の  要  旨

高
木　
学
校
図
書
館
に
お
け
る

人
的
整
備
の
状
況
は
。

教
育
部
次
長　
司
書
教
諭
の
資

格
者
が
各
校
１
名
い
る
。

高
木　
学
校
図
書
館
担
当
職
員

の
配
置
状
況
は
。

教
育
部
次
長　
各
学
校
に
図
書

館
奉
仕
員
を
１
名
配
置
し
て
い

る
。

高
木　
学
校
図
書
の
蔵
書
数
は
。

教
育
部
次
長　
小
学
校
全
体
で

は
８
万
９
６
４
７
冊
で
、
国
の

基
準
に
照
ら
し
た
充
足
率
は

１
０
３
．
７
％
。
中
学
校
全
体

で
は
４
万
８
７
７
４
冊
で
、
充

足
率
が
１
０
３
．６
％
で
あ
る
。

高
木　
蔵
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
は
終
了
し
た
の
か
、
ま
た
、

そ
の
運
用
方
法
は
。

教
育
部
次
長　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
は
、
平
成
20
年
度
と
21
年
度

で
終
了
し
て
い
る
。「
情
報
ボ
ッ

ク
ス
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
図

書
の
貸
し
出
し
や
返
却
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
他
校
に
あ
る
本
を
検

索
す
る
こ
と
が
で
き
、
ネ
ッ
ト

上
の
掲
示
板
機
能
を
利
用
し

て
、貸
し
借
り
の
連
絡
を
と
り
、

中
央
図
書
館
を
通
じ
て
各
学
校

に
配
送
し
て
い
る
。

高
木　
小
中
学
校
の
全
校
一
斉

読
書
の
取
り
組
み
状
況
は
。

教
育
長　
朝
の
授
業
前
の
時
間

を
利
用
し
「
朝
読
書
」
を
実
施

し
て
い
る
。
静
か
な
環
境
の
中

で
、
自
分
の
読
み
た
い
本
を
読

む
こ
と
で
本
に
親
し
む
機
会
を

得
る
た
め
、
小
学
校
で
は
曜
日

を
決
め
て
行
っ
て
お
り
、
中
学

校
で
、ほ
ぼ
毎
日
行
っ
て
い
る
。

高
木　
「
聞
こ
え
」
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
で
あ
り
、

難
聴
は
認
知
症
を
引
き
起
こ
す

原
因
の
一
つ
で
あ
る
。
出
前
サ

ロ
ン
等
を
利
用
し
、
簡
易
聴
覚

チ
ェ
ッ
カ
ー
を
使
っ
て
の
聴
覚

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
は
。

保
健
福
祉
部
長　

 

簡
易
聴
覚

チ
ェ
ッ
カ
ー
は
、
ま
だ
広
く
浸

透
し
て
い
な
い
た
め
、
内
容
等

も
含
め
て
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

高
木　

介
護
し
て
い
る
こ
と

を
、
周
囲
に
さ
り
げ
な
く
知
っ

て
も
ら
い
た
い
時
に
、
具
体
的

に
は
公
共
施
設
な
ど
で
の
ト
イ

レ
の
付
き
添
い
時
や
、
男
性
介

護
者
が
女
性
用
下
着
を
購
入
す

る
時
。
ま
た
、
病
院
で
診
療
室

に
入
る
際
に
一
見
介
助
が
不
要

に
見
え
る
が
、
二
人
で
入
室
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
な
ど
、

介
護
者
が
不
審
に
思
わ
れ
そ
う

な
場
所
で
介
護
マ
ー
ク
の
プ

レ
ー
ト
を
付
け
、
介
護
者
の
精

神
的
負
担
を
軽
減
し
た
い
と
考

え
る
が
対
応
等
は
。

保
健
福
祉
部
長　

茨
城
県
で
10

月
か
ら「
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ

ト
」
と
い
う
身
障
者
用
等
の
駐

車
場
の
利
用
証
が
は
じ
ま
り
、

申
請
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
。高

齢
者
に
も
介
護
認
定
区
分
要
介

護
１
以
上
の
方
か
ら
発
行
す

る
。基
本
的
に
は
駐
車
場
の
利

用
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
持
っ
て

い
れ
ば
介
護
マ
ー
ク
と
同
様
の

利
用
も
で
き
る
。市
と
し
て
は

こ
の
駐
車
場
利
用
制
度
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
。介
護
マ
ー

ク
は
、今
後
推
移
を
見
守
り
、導

入
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

11番　浅川　利夫　議員
　１．土地計画・道路政策
　２．農業政策の実態

12番　唐木田　幸司　議員
　１．アワーズもりやの今後
　２．守谷駅地下利用

13番　尾﨑　靖男　議員
　１．県市長会会長の兼務
　２．官製談合

14番　佐藤　弘子　議員
　１．放射能から子どもを守る
　２．国民健康保険税値下げ
　３．介護保険料改正
　４．原発ゼロを目指して
　５．第三次ごみ処理施設
　６．保育所待機児童ゼロ
　７．水道料金引き下げ
　８．震災から半年

通　告　事　項

１番　高木　和志　議員
　１．学校図書館
　２．介護福祉
　３．広報について
　４．自治基本条例

２番　梅木　伸治　議員
　１．休憩時間と喫煙
　
３番　山﨑　裕子　議員
　１．放射線対策の充実
　２．まちづくり
　３．アワーズもりやの充実

４番　高梨　恭子　議員
　１．図書館の利用状況
　２．災害時の避難誘導
　３．節電対策の実施と成果

５番　川名　敏子　議員
　１．歯周病検診
　２．特別養護老人ホーム
　３．高齢者ボランティア
　４．防災について

６番　市川　和代　議員
　１．少子高齢社会
　２．健康づくり

７番　平野　寿朗　議員
　１．放射線への対処
　２．ごみ減量をどう進めるか

８番　高橋　典久　議員
　１．放射能問題
　２．ＮＰＯ法人の活用

９番　酒井　弘仁　議員
　１．放射能対策の取り組み 
　２．国道２９４号
　３．病後児保育の現況

10番　鈴木　　榮　議員
　１．放射線量低減対策
　２．防犯対策
　３．迷惑駐車対策
　４．地域福祉計画・活動計画

学
校
図
書
館
に
お
け
る
人
的
・
物
的
整
備

の
推
進
に
つ
い
て　
　
　
　
　
高
木　

和
志　

議
員

高
齢
者
の
聴
覚
チ
ェ
ッ
ク

で
認
知
症
予
防
の
充
実
を
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山
﨑　
昨
年
度
８
３
５
２
万
円

が
本
年
度
３
８
７
０
万
円
と
予

算
が
大
幅
減
。予
算
を
増
や
し
、

整
備
促
進
し
て
は
。

市
長　
国
道
２
９
４
号
に
つ
い

て
は
、
県
に
も
働
き
か
け
な
が

ら
着
々
と
進
め
て
い
き
た
い
。

山
﨑　
①
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
ー
ス

が
建
設
し
、
市
が
一
括
借
り
入

れ
20
年
の
賃
貸
契
約
。
テ
ナ
ン

ト
か
ら
市
が
賃
貸
料
を
得
て
い

る
。
黒
字
化
の
目
途
は
。
②
百

坪
の
空
き
テ
ナ
ン
ト
は
利
益
が

出
る
使
い
方
を
。
保
育
送
迎
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
望
む
。

都
市
整
備
部
次
長　
①
現
在
の

景
気
で
百
坪
の
空
き
が
続
く

と
、
20
年
間
で
市
の
持
ち
出
し

２
億
２
千
万
円
。そ
の
後
収
益
が

得
ら
れ
る
と
想
定
。②
誘
致
や
公

共
施
設
も
含
め
検
討
。保
育
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
は
な
い
。

山
﨑　
20
年
間
は
黒
字
と
な
ら

ず
大
変
な
負
担
。
空
き
を
な
く

す
た
め
、
広
報
や
対
応
を
考
え

る
会
で
早
期
改
善
を
。

起
表
示
の
設
置
や
、
環
境
美
化

の
日
等
で
除
染
活
動
を
し
て
は
。

都
市
整
備
部
長　
側
溝
土
砂
搬

出
基
準
が
な
く
、
搬
出
で
き
な

い
。今
後
も
調
査
し
対
応
す
る
。

山
﨑　
集
会
所
や
図
書
館
、
幼

児
施
設
、
ス
ー
パ
ー
、
病
院
等

の
施
設
を
要
望
。
三
井
等
に
取

り
組
み
協
力
を
依
頼
し
て
は
。

都
市
整
備
部
次
長　
集
会
所
は

三
井
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
に
要
望

し
、
保
育
所
は
待
機
児
童
調
査

で
判
断
す
る
。
ス
ー
パ
ー
等
は

積
極
的
に
誘
致
し
た
い
。

都
市
整
備
部
長　
昭
和
60
年
に

４
車
線
化
が
事
業
化
さ
れ
た
。

用
地
買
収
や
建
物
移
転
補
償
の

契
約
を
し
、
９
月
末
が
期
限
と

な
っ
て
い
る
が
遅
れ
て
い
る
。

山
﨑　
平
成
24
年
３
月
ま
で
に

撤
去
さ
れ
れ
ば
、
３
〜
４
カ
月

で
工
事
終
了
で
き
る
と
思
う
。

早
期
の
実
現
を
望
む
。 

い
る
よ
う
な
感
じ
に
見
受
け
ら

れ
る
。
こ
の
際
喫
煙
所
を
、
庁

舎
敷
地
内
の
中
央
に
作
り
、
あ

え
て
よ
く
見
え
る
場
所
に
し
て

み
て
は
ど
う
か
。
ま
た
守
谷
駅

に
お
い
て
も
、
今
の
喫
煙
場
所

で
は
な
く
、
も
う
少
し
違
う
場

所
も
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　

世
相
の
中
で
「
見
え
る
化
」

と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く
よ
う

に
な
っ
た
。
吸
う
人
は
吸
わ
な

い
人
に
対
し
迷
惑
を
か
け
な
い

こ
と
は
当
然
だ
が
、
隠
れ
て
吸

う
よ
う
な
場
所
を
作
る
よ
り
、

正
面
切
っ
て
喫
煙
所
を
作
っ
た

方
が
、
逆
に
吸
い
に
く
い
の
で

は
と
感
じ
る
。「
北
風
と
太
陽
」

そ
れ
が
健
康
へ
と
導
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
最
高
で
は
な
い
か
。

山
﨑　
要
望
し
た
運
動
会
の
時

間
短
縮
、組
体
操
等
の
考
慮
は
。

保
健
福
祉
部
長　
幼
児
施
設
の

除
染
作
業
は
９
月
終
了
予
定
。

教
育
部
長　
小
学
校
は
除
染
が

終
了
。運
動
会
は
時
間
短
縮
し
、

土
に
触
る
競
技
は
考
慮
し
た
。

教
育
部
長　
食
物
の
放
射
線
測

定
器
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

生
活
経
済
部
長　
米
は
市
内
４

地
区
で
調
査
し
、
放
射
性
物
質

は
不
検
出
だ
っ
た
。

山
﨑　
調
査
箇
所
を
増
や
し
て

ほ
し
い
。
内
部
被
曝
低
減
の
た

め
、
給
食
に
西
日
本
産
食
材
を

増
や
し
て
と
の
声
が
あ
る
が
。

教
育
部
長　
西
日
本
産
食
材
を

使
用
す
る
考
え
は
な
い
。

教
育
部
長　
詳
細
な
測
定
を
し
、

高
線
量
部
分
を
除
去
し
た
い
。

山
﨑　
高
線
量
場
所
に
注
意
喚

煙
場
所
を
設
置
す
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
公
用
車
内
は
全
面
的

に
禁
煙
と
し
て
い
る
。
本
数
や

時
間
に
つ
い
て
は
、
午
前
・
午

後
そ
れ
ぞ
れ
１
本
を
目
安
と

し
、
昼
休
み
時
間
中
は
自
由
と

し
て
い
る
。
以
前
は
数
本
吸
う

職
員
も
い
た
が
、
現
在
は
か
な

り
守
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

梅
木　
法
律
問
題
に
精
通
す
る

社
労
士
の
先
生
に
よ
る
と
、
趣

味
嗜
好
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
に

よ
っ
て
差
別
を
し
て
は
い
け
な

い
し
、
配
置
転
換
を
行
う
よ
う

な
こ
と
は
で
き
な
い
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

　
要
望
的
な
こ
と
を
話
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
、「
守
谷
駅
の
喫

煙
所
」
は
、
隠
れ
て
吸
う
よ
う

な
場
所
に
あ
り
、
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
造
り
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
る
。
庁
舎
内
の
喫
煙
所
に

お
い
て
も
、
車
庫
の
隅
の
見
え

づ
ら
い
場
所
に
あ
り
、
何
か
悪

い
こ
と
を
し
て
い
る
よ
う
な
雰

囲
気
に
も
見
え
て
し
ま
う
。
未

成
年
者
が
、
隠
れ
て
喫
煙
し
て

梅
木　
守
谷
町
時
代
の
古
い
話

に
な
る
が
、
勤
務
中
に
「
で
っ

か
い
湯
呑
で
ズ
ル
ズ
ル
机
の
上

で
お
茶
を
飲
み
、
新
聞
を
広
げ

て
読
ん
で
い
た
」
と
い
う
事
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の

頃
は
タ
バ
コ
も
自
席
で
吸
っ
て

い
た
の
で
は
と
想
像
で
き
る
。

現
在
は
そ
ん
な
風
景
を
見
る
こ

と
も
な
く
な
り
、
時
代
は
変
わ

り
、
健
康
増
進
法
に
よ
り
受
動

喫
煙
の
防
止
等
が
規
制
さ
れ
、

喫
煙
者
に
は
厳
し
い
環
境
に

な
っ
て
い
る
。
守
谷
市
の
喫
煙

に
対
し
て
の
考
え
方
と
経
緯
は
。

総
務
部
長　
い
ろ
い
ろ
な
角
度

で
検
討
し
、
平
成
21
年
度
に
部

課
長
会
議
に
て
喫
煙
に
対
す
る

考
え
方
を
決
定
し
た
。

　
敷
地
全
部
を
禁
煙
と
す
る
考

え
も
あ
っ
た
が
、
吸
う
人
に

と
っ
て
は
や
め
る
の
は
難
し
い

こ
と
で
も
あ
り
、
来
庁
さ
れ
た

方
も
タ
バ
コ
を
吸
う
場
合
が
あ

る
と
い
う
事
を
考
慮
し
、
施
設

内
の
建
物
の
中
は
全
面
的
に
禁

煙
と
し
、
敷
地
内
に
３
か
所
喫

勤
務
時
間
の
喫
煙
は
ど
こ
ま
で
許
さ
れ
る

の
か　
　
　
　
　
　
　
　

 

梅
木　

伸
治　

議
員

支
援
し
た「
子
ど
も
達
を
放
射
線
か
ら
守
る
対
策
を
求
め
る
請
願
書
」で
の
幼
稚
園・

保
育
所
・
小
中
学
校
の
校
庭
の
表
土
除
去
は
？　
山
﨑　

裕
子　

議
員

農
畜
産
物
や
小
中
学
校
・
保
育

所
等
給
食
の
放
射
線
測
定
を
！

松
並
土
地
区
画
整
理
事
業
で
保

育
所
や
ス
ー
パ
ー
等
の
誘
致
を

コ
コ
ス
付
近
の
国
道
２
９
４

号
４
車
線
化
は
い
つ
か

表
土
除
去
が
さ
れ
て
な
い
中
学

校
の
除
染
を
望
む
が
ど
う
か

小
中
学
校
通
学
路
（
側
溝
）

や
公
園
等
の
除
染
・
測
定
を

生
活
道
路
、
市
道
整
備
促

進
を
望
む
が
ど
う
か

ア
ワ
ー
ズ
も
り
や
の
空
き
テ

ナ
ン
ト
解
消
、
黒
字
化
を
！

守谷駅東口喫煙所
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の
で
あ
る
。
施
設
や
病
院
等
で

お
手
伝
い
や
話
し
相
手
を
し
、

１
時
間
１
ポ
イ
ン
ト（
百
円
）で
、

最
大
年
間
50
ポ
イ
ン
ト
５
千
円

の
奨
励
金
を
受
け
取
れ
る
。「
介

護
支
援
サ
ポ
ー
ト
制
度
」
と
も

言
い
、
既
に
全
国
52
市
町
村
で

実
施
中
で
あ
り
、
守
谷
市
で
も

ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

保
険
福
祉
部
長　
介
護
保
険
料

は
65
歳
以
上
で
年
額
５
万

２
５
０
０
円
。
県
内
で
１
番
高

い
状
況
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
環
境
整
備
が
ま
ず
は
必

要
で
あ
り
、
現
時
点
で
の
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
導
入
予
定
は
な
い
。

川
名　
食
品
の
線
量
測
定
器
導

入
と
、
中
学
校
・
公
園
（
特
に

砂
場
）
の
除
染
を
要
望
す
る
。

市
の
災
害
情
報
が
電
話
で
確
認

で
き
る
「
音
声
自
動
応
答
サ
ー

ビ
ス
」
と
「
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
」
も
早
急
に
検
討
し
て
ほ

し
い
。
今
後
は
小
単
位
の
避
難

訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
を
す
べ

き
。
必
要
な
備
品
の
補
充
を
。

生
活
経
済
部
次
長　
防
災
倉
庫

に
釜
や
大
な
べ
を
装
備
す
る
。

川
名　
特
養
の
入
居
希
望
待
機

者
の
現
状
と
対
策
は
。

保
健
福
祉
部
長　
待
機
者
は
昨

年
度
の
１
２
３
人
か
ら
、
今
年

度
は
86
人
に
改
善
さ
れ
た
。
新

た
な
施
設
を
市
で
設
置
す
る
こ

と
は
困
難
な
た
め
、
近
隣
施
設

の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

介
護
老
人
保
健
福
祉
施
設
の
整

備
は
、
県
と
連
携
・
調
整
し
な

が
ら
必
要
量
確
保
に
努
め
た
い
。

川
名　
人
口
６
万
３
千
人
の
常

総
市
に
は
６
施
設
４
０
４
床
、

６
万
２
千
人
の
守
谷
市
は
２
施

設
１
１
０
床
し
か
な
い
。
高
齢

の
核
家
族
は
老
老
介
護
に
な
る

為
、新
た
な
施
設
を
要
望
す
る
。

市
長　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
、
今
後

検
討
の
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

川
名　
介
護
保
険
料
の
現
状
は
。

こ
の
制
度
の
目
的
は
、
高
齢
者

が
気
軽
に
社
会
貢
献
を
行
い
、

健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く

り
で
介
護
予
防
を
促
進
す
る
も

は
学
校
長
の
指
示
で
、
そ
れ
以

降
の
時
間
は
放
課
後
子
ど
も
プ

ラ
ン
で
実
施
す
る
避
難
訓
練
を

基
に
避
難
す
る
。
委
託
後
も
避

難
訓
練
を
実
施
し
て
も
ら
う
。

高
梨　
こ
れ
ま
で
（
夏
に
向
け

て
）
の
取
り
組
み
と
成
果
は
。

生
活
経
済
部
長　
庁
舎
天
井
の

窓
を
遮
光
シ
ー
ト
で
覆
い
、
ま

た
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
設

置
や
、
エ
ア
コ
ン
を
輪
番
制
で

稼
働
し
、
照
明
器
具
の
間
引
き

等
で
32
％
の
節
電
が
で
き
た
。

高
梨　
こ
れ
か
ら
（
冬
に
向
け

て
）
の
取
り
組
み
は
。

生
活
経
済
部
長　
電
力
使
用
制

限
は
解
除
さ
れ
た
が
、
引
き
続

き
節
電
に
取
り
組
み
た
い
。

高
梨　
仕
事
が
効
率
よ
く
で
き
、

小
中
学
生
が
し
っ
か
り
勉
強
で

き
る
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
節
約
を
。

高
梨　
守
谷
駅
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
再
稼
動
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
節
電
量
は
。 

都
市
整
備
部
長　
昨
年
の
８
月

と
比
較
す
る
と
、
電
力
量
で
約

58
％
、
料
金
で
約
46
％
の
節
約

と
な
っ
た
。

川
名　
８
月
10
日
歯
科
口
腔
保

健
法
が
公
布
施
行
さ
れ
た
。
こ

の
法
律
の
目
的
は
、
歯
科
疾
患

の
予
防
に
向
け
た
取
り
組
み
の

有
効
性
と
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
国

民
の
健
康
を
保
持
す
る
も
の
で

あ
る
。
守
谷
市
で
も
多
く
の
方

が
歯
科
疾
患
に
か
か
り
、
国
民

健
康
保
険
に
お
け
る
治
療
費
の

割
合
は
８
．
８
％
を
占
め
て
い

る
。
早
期
に
疾
患
を
発
見
で
き

る
よ
う
、
特
定
検
診
時
に
歯
周

病
検
診
を
取
り
入
れ
て
は
。

保
健
福
祉
部
次
長　
歯
周
病
の

予
防
や
医
療
費
の
削
減
の
点
か

ら
も
、
歯
周
病
検
診
は
必
要
で

あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
特
定

検
診
会
場
で
あ
る
各
地
区
公
民

館
は
、部
屋
数
が
十
分
で
な
く
、

検
査
項
目
も
多
く
時
間
を
要
す

る
た
め
、
特
定
検
診
で
の
導
入

は
難
し
い
。

川
名　

今
後
、
研
究
・
検
討
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

教
育
部
次
長　
利
用
時
間
延
長

の
考
え
は
現
在
な
い
。 

高
梨　
守
谷
市
民
と
し
て
誇
れ

る
図
書
館
で
あ
る
の
で
、
開
館

時
間
の
見
直
し
を
要
望
す
る
。

高
梨　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
、

中
央
図
書
館
・
げ
ん
き
館
の
損

壊
状
況
や
避
難
誘
導
状
況
は
。

教
育
部
次
長　
中
央
図
書
館
は
、

天
井
落
下
に
よ
り
一
人
が
怪
我
を

さ
れ
、
１
週
間
で
退
院
し
た
。

保
健
福
祉
部
長　
げ
ん
き
館
も

天
井
が
崩
落
し
た
が
無
事
避
難

で
き
、
け
が
人
は
い
な
い
。 

高
梨　
出
前
サ
ロ
ン
の
避
難
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の
か
。 

保
健
福
祉
部
長　
こ
れ
か
ら
早

急
に
取
り
組
む
。 

高
梨　

中
央
公
民
館
や
指
定
管

理
者
の
公
民
館
の
避
難
指
導
は
。

教
育
部
次
長　
消
防
法
に
基
づ

き
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

高
梨　
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン

等
、委
託
業
務
施
設
の
避
難
は
。

教
育
部
次
長　
学
校
の
時
間
内

高
梨　
中
央
図
書
館
は
平
成
７

年
開
館
で
、
立
派
な
図
書
館
で

あ
る
。
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の

運
営
理
念
、
利
用
状
況
は
。

教
育
部
次
長　
資
料
を
求
め
る

方
々
に
、
効
果
的
に
無
料
で
提

供
す
る
と
い
う
理
念
で
あ
る
。

利
用
状
況
は
、
平
成
７
年
度
は

蔵
書
数
約
13
万
８
千
冊
、
貸
出

冊
数
約
37
万
７
千
冊
、
平
成
22

年
度
で
蔵
書
数
約
36
万
９
千

冊
、貸
出
冊
数
約
81
万
４
千
冊
。

全
国
公
共
図
書
館
に
お
い
て
、

21
年
度
末
、
蔵
書
冊
数
７
位
、

貸
出
冊
数
２
位
、
予
約
件
数
１

位
、
資
料
費
５
位
で
あ
る
。 

高
梨　
ど
の
評
価
も
ベ
ス
ト
テ

ン
に
入
っ
て
い
て
良
い
状
況
。

私
の
本
も
寄
贈
さ
せ
て
頂
い

た
。 

平
成
13
年
に
公
立
図
書

館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま

し
い
基
準
が
文
部
科
学
省
か
ら

出
さ
れ
、
11
項
目
の
努
力
目
標

が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、開
館
日・

開
館
時
間
に
つ
い
て
市
民
の
要

望
に
合
う
よ
う
に
と
あ
る
が
、

早
め
る
、
遅
く
す
る
考
え
は
。 

図
書
館
の
利
用
時
間
に
つ
い
て

高
梨　

恭
子　

議
員

歯
周
病
の
検
診
で
歯
を
守
り
８
０
２
０・６
４
２
４

の
実
現
を　
　
　
　
　
　
　
　
川
名　

敏
子　

議
員

公
共
施
設
の
避
難
誘
導
に

つ
い
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

入
れ
な
い
現
実
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て

高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て

節
電
対
策
の
実
施
と
評
価

に
つ
い
て
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り
返
し
検
査・周
知
し
て
い
く
。

平
野　
焼
却
灰
の
数
値
に
あ
る

よ
う
に
、
守
谷
市
は
「
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
」
で
あ
る
。
市
の
主

催
で
講
演
会
が
２
回
行
わ
れ
た

が
、
参
加
者
の
反
応
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
機

会
を
も
っ
と
提
供
し
た
り
、
講

演
会
の
内
容
を
縮
小
版
等
で
周

知
し
て
は
ど
う
か
。

生
活
経
済
部
長　
講
演
会
の
反

応
と
し
て
は
、
安
心
し
た
方
も

い
れ
ば
、
不
安
が
解
消
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

平
野　

自
然
界
か
ら
の
放
射
線

量
が
年
間
世
界
平
均
で
２
．
５

ｍ
Ｓ
ｖ
、
日
本
平
均
で
１
．
５

ｍ
Ｓ
ｖ
と
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、

１
ｍ
Ｓ
ｖ
が
基
準
と
さ
れ
て
い

る
事
が
す
で
に
矛
盾
で
あ
る
。

市
長　
正
し
い
理
解
と
い
う
事

が
非
常
に
難
し
い
。
世
界
平
均

が
２
．
５
ｍ
Ｓ
ｖ
と
な
っ
て
い

る
が
、
通
常
で
も
10
ｍ
Ｓ
ｖ
を

浴
び
て
い
る
高
い
地
域
も
あ

る
。安
全
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

国
で
し
っ
か
り
と
し
た
基
準
を

出
し
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
大

切
で
あ
る
。
飛
灰
の
処
理
に
つ

い
て
も
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

省
か
ら
、
焼
却
灰
等
の
処
理
に

新
た
な
指
針
が
出
さ
れ
た
。
指

針
に
よ
る
と
地
下
水
へ
の
流
出

を
防
ぐ
措
置
を
と
れ
ば
、
10
万

ベ
ク
レ
ル
以
下
で
あ
れ
ば
埋
め

立
て
処
分
が
可
と
さ
れ
た
。
現

在
最
終
処
分
場
と
の
受
け
入
れ

条
件
等
を
調
整
中
で
あ
る
。

平
野　
３
月
に
ほ
う
れ
ん
草
と

原
乳
か
ら
放
射
性
物
質
が
検
出

さ
れ
た
が
、
現
在
は
不
検
出
と

な
っ
て
い
る
。
食
品
の
場
合
、

「
安
全
だ
」
で
終
え
る
こ
と
な

く
、
繰
り
返
し
検
査
・
周
知
す

る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

生
活
経
済
部
長　

 

安
心
感
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
繰

委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

で
組
織
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
。

組
織
が
活
動
で
き
る
拠
点
作
り

と
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
も
必
要
。

市
川　
社
会
福
祉
協
議
会
の
強

化
と
市
の
連
携
が
必
要
で
は
。

保
健
福
祉
部
次
長　
今
年
度
１

名
増
員
し
た
。
地
域
福
祉
を
実

践
す
る
た
め
、
市
が
更
に
支
援

し
連
携
し
て
取
り
組
む
。

市
川　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

は
多
く
の
潜
在
患
者
が
い
る
と

推
計
さ
れ
て
い
る
。
啓
発
と
対

策
を
お
願
い
し
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
に
は
軽
い
運
動
が
非
常
に
有

効
で
あ
り
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
に
は
啓
発
が
重
要
で
あ
る
。

今
年
度
か
ら
中
学
生
を
対
象

に
、
が
ん
予
防
の
た
め
の
生
活

習
慣
病
予
防
講
演
会
を
開
催
。

全
て
の
中
学
生
が
喫
煙
の
害
に

つ
い
て
理
解
し
て
く
れ
た
。
今

後
も
毎
年
実
施
し
て
い
く
。

市
川　
高
齢
者
の
認
知
症
対
策

に
も
力
を
入
れ
、
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

等
の
連
携
で
高
齢
者
の
見
守
り

も
お
願
い
し
た
い
。

平
野　
保
育
所
や
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
放
射
線
除
染
工
事
で

６
〜
７
割
の
低
減
が
進
ん
だ
が
、

保
護
者
の
方
に
ど
の
よ
う
に
伝

え
、
反
応
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

教
育
部
長　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
メ
ル
マ
ガ
で
お
知
ら
せ

し
、
文
書
で
も
「
学
校
か
ら
の

お
知
ら
せ
」と
し
て
周
知
し
た
。

反
応
と
し
て
、
学
校
の
保
護
者

か
ら
は
「
早
い
対
処
に
感
謝
し

て
い
る
。」
と
の
声
が
あ
っ
た
。

保
健
福
祉
部
長　
保
育
所
等
の

保
護
者
か
ら
は
「
外
で
遊
べ
る

時
間
が
で
き
安
心
し
た
。」
等

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

平
野　
焼
却
灰
は
３
万
ベ
ク
レ

ル
と
い
う
茨
城
県
内
で
も
高
い

数
値
が
出
て
い
る
。
国
の
基
準

は
８
千
ベ
ク
レ
ル
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

生
活
経
済
部
長　
飛
灰
の
固
化

物
を
ド
ラ
ム
缶
に
詰
め
て
組
合

敷
地
内
に
保
管
し
て
い
る
。
一

日
量
平
均
３
．
２
ト
ン
で
、
ド

ラ
ム
缶
約
15
缶
の
飛
灰
が
発
生

し
て
い
る
。
８
月
31
日
に
環
境

援
体
制
を
強
化
し
た
。
さ
ら
に

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や

夢
っ
こ
ひ
ろ
ば
、
出
前
広
場
等

多
様
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

市
川　
障
が
い
児
の
日
中
一
時

支
援
の
受
け
入
れ
枠
が
少
な
い

た
め
十
分
な
支
援
に
な
っ
て
い

な
い
。
取
り
組
み
状
況
は
。

保
健
福
祉
部
次
長　
受
け
入
れ

拡
大
の
た
め
、
更
な
る
事
業
所

の
新
規
登
録
を
行
い
た
い
。

市
川　
障
が
い
者
の
親
が
高
齢

に
な
り
、
将
来
の
不
安
が
懸
念

さ
れ
る
が
。

保
健
福
祉
部
次
長　
障
害
者
の

相
談
機
関
と
し
て
、
障
害
者
自

立
支
援
協
議
会
を
設
置
す
る
予

定
で
あ
る
。
障
害
者
の
条
件
に

合
っ
た
細
や
か
な
支
援
を
行
い

た
い
。

市
川　
地
域
福
祉
を
進
め
る
組

織
づ
く
り
は
。

保
健
福
祉
部
次
長　
組
織
づ
く

り
が
課
題
で
あ
り
重
要
で
あ
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
を
要
と
し
て
、

支
部
を
中
心
に
現
在
の
組
織
を

生
か
し
な
が
ら
、
区
長
、
民
生

市
川　
少
子
高
齢
社
会
に
お
け

る
中
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

市
長　
地
方
自
治
法
の
改
正
で
、

今
後
市
町
村
に
お
い
て
総
合
計

画
の
策
定
を
行
わ
な
く
て
も
よ

く
な
っ
た
が
、
守
谷
市
で
は
今

ま
で
ど
お
り
策
定
し
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

地
域
福
祉
計
画
も
策
定
中
で
あ

る
が
、
人
を
思
い
や
り
、
地
域

で
子
育
て
が
で
き
る
、
支
え
合

う
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

市
川　
子
育
て
支
援
の
現
状
は
。

保
健
福
祉
部
長　
待
機
児
童
の

解
消
を
図
る
た
め
、
24
年
４
月

か
ら
保
育
所
を
１
園
開
園
す
る
。

市
川　
児
童
虐
待
に
つ
い
て
件

数
は
増
え
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　
虐
待
・
相
談

件
数
と
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

市
川　
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
。

保
健
福
祉
部
長　
養
育
支
援
訪

問
事
業
、
守
谷
市
子
ど
も
家
庭

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
等

で
支
援
し
て
い
く
。
今
年
度
か

ら
臨
床
心
理
士
を
配
置
し
て
支

少
子
高
齢
社
会
の
課
題
に
ど
う
取
り
組
む
か

市
川　

和
代　

議
員

放
射
線
に
関
す
る
対
処

平
野　

寿
朗　

議
員

保管されているドラム缶
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た
。
そ
の
た
め
、
現
在
強
制
力

は
な
く
、
地
権
者
と
県
と
の
話

し
合
い
の
も
と
、
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

酒
井　
ス
ム
ー
ズ
な
工
事
進
行

を
要
望
す
る
。

酒
井　
事
業
開
始
か
ら
１
年
が

経
過
し
た
が
、
施
設
の
保
育
体

制
や
利
用
状
況
は
。

保
健
福
祉
部
長　
平
成
22
年
６

月
か
ら
総
合
守
谷
第
一
病
院
に

委
託
し
、
定
員
３
名
で
開
設
し

た
。
看
護
師
・
保
育
士
を
１
名

ず
つ
配
置
し
て
い
る
。
利
用
状

況
は
平
成
23
年
３
月
末
ま
で

で
、
延
べ
77
名
。
利
用
者
の
多

く
は
保
育
園
在
園
児
で
、
利
用

時
間
は
平
均
８
時
間
以
上
。
病

気
の
症
状
は
、
風
邪
や
気
管
支

炎
等
が
８
割
以
上
で
あ
っ
た
。

酒
井　
事
業
費
や
補
助
金
は
。

保
健
福
祉
部
長　

 

事
業
費
は

９
０
１
万
２
２
０
０
円
で
、

県
の
補
助
金
が
２
８
０
万

８
１
３
０
円
で
あ
る
。

酒
井　
保
護
者
の
安
心
と
、
子

供
の
安
全
の
た
め
、
施
設
の
増

設
と
、
支
援
を
お
願
い
す
る
。

周
辺
住
民
か
ら
も
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
国
道
２
９
４
号

拡
幅
の
進
捗
状
況
と
、
拡
幅
工

事
に
お
け
る
近
隣
住
民
へ
の
配

慮
を
願
う
。

都
市
整
備
部
長　
国
道
２
９
４

号
の
拡
幅
は
、
現
在
工
事
中
で

あ
る
が
、
１
箇
所
だ
け
、
地
権

者
と
物
件
移
転
を
含
め
た
契
約

を
し
た
が
、
現
在
も
物
件
が
移

転
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ

る
。
担
当
の
県
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
移
転
に
関
す
る
適
期
が

あ
る
よ
う
で
、
市
と
し
て
は
遅

れ
を
心
配
し
て
い
る
。
交
差
部

分
の
市
道
１
０
７
号
線
に
つ
い

て
は
、
残
地
が
国
道
の
地
権
者

と
同
一
者
で
あ
り
、
地
権
者
の

協
力
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

酒
井　
立
入
調
査
時
に
、
強
制

執
行
は
出
来
な
か
っ
た
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
当
初
は
県
が

土
地
収
用
法
に
基
づ
い
て
収
用

委
員
会
に
届
出
を
し
、
強
制
的

に
立
入
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ

の
後
地
権
者
と
契
約
が
出
来
た

た
め
、通
常
の
契
約
行
為
と
な
っ

Ｐ
Ｏ
法
人
制
度
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
に

盛
り
込
み
、
認
定
機
関
を
国
税

庁
か
ら
都
道
府
県
ま
た
は
政
令

市
に
移
管
。
②
仮
認
定
制
度
の

導
入
。
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
た
情
報
公
開
を
進
め
る
。

利
点
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

へ
の
寄
附
に
対
し
て
税
制
優
遇

が
受
け
ら
れ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
税
金
と
し

て
支
払
う
か
わ
り
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
寄
附
す
る
人
も
増
え
る
こ

と
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
と
っ

て
組
織
基
盤
の
向
上
や
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
裾
野
を
広
げ
、
寄
附

文
化
拡
大
に
つ
な
が
る
。

高
橋　
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
登

録
件
数
は
。

生
活
経
済
部
次
長　
現
在
14
法

人
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

高
橋　

市
税
条
例
の
改
正
や
、

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
相
談
等
、

体
制
整
備
に
取
り
組
ん
で
は
。

生
活
経
済
部
次
長　
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
し
て
認
定
を
受
け
る

た
め
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
税
等
に
関
す
る
対
応

は
、
税
務
課
と
連
携
し
て
適
宜

対
応
し
て
い
き
た
い
。

酒
井　
市
内
幼
児
施
設
や
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
除
染
作
業
を

実
施
し
た
が
、
除
染
を
し
た
場

所
の
放
射
線
量
と
、
今
後
の
取

り
組
み
は
。

生
活
経
済
部
長　
幼
児
施
設
と

小
学
校
の
除
染
作
業
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
低
減
効
果
が
あ
っ

た
。
今
後
は
除
染
し
た
と
こ
ろ

の
経
過
を
見
て
い
く
た
め
、
月

１
〜
２
回
の
定
期
的
な
測
定
を

行
い
た
い
。
ま
た
、
現
在
は
新

た
な
放
射
性
物
質
は
放
出
さ
れ

て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
ほ
こ
り
等
に
付
着
し
た
放

射
性
物
質
が
風
雨
に
よ
り
移
動

す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
現

在
の
測
定
は
継
続
し
て
い
く
。

酒
井　
国
道
２
９
４
号
の
大
解

寺
付
近
は
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
に
非
常
に
混
雑
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
こ
に
接
す
る
市
道

１
０
７
号
線
は
道
幅
も
狭
く
、

は
、
10
月
中
に
案
内
を
配
布
す

る
予
定
。
貸
与
期
間
は
平
成
24

年
３
月
末
ま
で
で
、
24
年
度
以

降
は
、
毎
年
更
新
申
請
を
行
う

と
聞
い
て
い
る
。
守
谷
市
と
し

て
は
、
県
の
説
明
を
も
と
に
判

断
す
る
が
、
複
数
の
市
町
村
で

の
共
同
申
請
や
共
同
利
用
も
可

能
と
の
こ
と
で
あ
り
、
常
総
広

域
圏
内
４
市
で
協
議
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
橋　
改
正
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
概
要

と
、
そ
の
利
点
は
。

生
活
経
済
部
次
長　
今
回
の
改

正
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度
及
び

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度
が
改
正

に
な
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

制
度
の
主
な
改
正
点
は
、
①
今

ま
で
の
17
の
活
動
分
野
に
加
え

て
、
新
た
に
３
分
野
が
追
加
。

②
内
閣
府
の
認
証
事
務
を
都
道

府
県
、
政
令
市
に
移
管
。
③
認

証
制
度
の
柔
軟
化
・
簡
素
化
。

ま
た
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度

の
主
な
改
正
点
は
、
①
認
定
Ｎ

高
橋　
放
射
能
対
策
と
し
て
こ

れ
ま
で
に
守
谷
市
が
負
担
し
た

金
額
は
ど
の
く
ら
い
か
。

生
活
経
済
部
長　
８
月
20
日
現

在
で
、総
額
６
８
５
４
万
４
７
０
５

円
で
あ
る
。

高
橋　
東
京
電
力
に
対
し
損
害

賠
償
を
請
求
す
る
考
え
は
。

生
活
経
済
部
長　
９
月
１
日
に

常
総
広
域
圏
内
の
４
市
長
で
東

京
電
力
に
請
求
し
た
。
４
市
と

一
部
事
務
組
合
を
含
め
た
請

求
額
合
計
１
億
１
５
８
６
万

４
６
３
９
円
を
東
京
電
力
本
社

に
請
求
し
て
い
る
。
こ
れ
は
第

１
回
目
の
請
求
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
４
市
で
協
議
・
調
整
し
な

が
ら
賠
償
請
求
し
て
い
く
考
え
。

高
橋　

消
費
者
庁
か
ら
の
食
品

検
査
機
無
償
貸
与
に
つ
い
て
詳

し
い
内
容
を
把
握
し
て
い
る
か
。

生
活
経
済
部
長　
９
月
30
日
で

貸
与
申
請
を
締
め
切
り
、
10
月

中
旬
に
貸
与
先
を
決
定
。
11
月

中
に
検
査
機
器
が
配
備
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
第
１
回
目
の
貸

与
は
全
国
で
24
台
。
第
２
回
目

放
射
能
問
題
に
つ
い
て　

高
橋　

典
久　

議
員

市
民
の
く
ら
し
を
守
り
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
心
に　
　
　
　

 

酒
井　

弘
仁　

議
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
用
に
つ

い
て

放
射
線
対
策
の
取
り
組
み

は国
道
２
９
４
号
（
大
解
寺

付
近
）
の
拡
幅
を
急
げ
！

病
後
児
保
育
事
業
に
つ
い

て
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白
紙
委
任
を
受
け
、
利
用
権
を

設
定
し
、集
積
を
行
っ
て
い
る
。

農
業
の
効
率
性
を
高
め
る
た
め

に
は
、
農
地
の
集
積
や
集
約
が

必
要
だ
と
考
え
る
。

浅
川　
大
震
災
以
降
の
原
子
力

事
故
や
放
射
能
に
対
し
、
国
の

暫
定
基
準
値
で
は
安
全
だ
が
、

安
全
＝
安
心
と
は
人
そ
れ
ぞ
れ

一
概
に
は
思
え
な
い
。

　
守
谷
市
で
は
、
３
市
共
同
で

野
菜
等
の
測
定
が
で
き
る
放
射

能
測
定
器
を
購
入
す
る
と
聞
い

た
。
測
定
器
に
つ
い
て
、
測
定

能
力
や
金
額
、
納
入
予
定
日
を

問
う
。

生
活
経
済
部
長　
Ｊ
Ａ
茨
城
み

な
み
農
協
管
内
の
守
谷
市
、
つ

く
ば
み
ら
い
市
、
取
手
市
と
農

協
で
共
同
購
入
を
計
画
中
で
あ

る
。
測
定
器
の
機
種
に
つ
い
て

も
今
後
検
討
を
し
て
い
く
段
階

に
あ
る
た
め
、
金
額
や
納
入
予

定
日
は
未
定
で
あ
る
。

浅
川　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
備
え
た
太
刀

打
ち
で
き
る
強
い
農
業
を
目
指

し
て
、
農
地
の
集
約
を
進
め
る

事
や
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の

た
め
に
も
測
定
器
の
早
期
購
入

を
強
く
要
望
す
る
。

費
用
の
４
分
の
２
は
国
の
補
助

金
、
４
分
の
１
が
都
道
府
県
、

市
町
村
は
４
分
の
１
の
負
担
で
、

さ
ら
に
そ
の
中
で
、
特
別
交
付

税
80
％
の
補
助
を
受
け
ら
れ
、

実
際
の
市
町
村
負
担
は
５
％
と
、

少
な
い
金
額
で
地
籍
調
査
が
で

き
る
。
市
と
し
て
地
籍
調
査
を

進
め
る
事
を
再
度
提
案
す
る
。

浅
川　
市
で
は
農
地
利
用
集
積

円
滑
事
業
団
体
が
農
地
集
積
を

進
め
て
い
る
が
、
集
積
し
て
も

集
約
を
し
な
い
と
農
地
は
有
効

に
使
わ
れ
な
い
。
田
ん
ぼ
に
つ

い
て
の
試
算
で
、
20
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
集
約
す
れ
ば
、
年
間
の
売

上
が
１
６
０
０
万
円
、
粗
利
益

が
８
０
０
万
円
と
の
報
告
も
あ

る
。
農
業
の
効
率
を
上
げ
る
た

め
に
農
地
集
約
が
必
要
と
考
え

る
が
。

生
活
経
済
部
長　
農
地
の
集
積

は
、
国
の
政
策
に
基
づ
き
、
市

や
農
協
が
農
地
利
用
集
積
円
滑

化
団
体
と
な
り
、
地
権
者
か
ら

ラ
ル
の
向
上
が
第
一
で
あ
り
、

市
は
、
区
長
会
議
や
関
係
行
事

等
で
啓
発
す
べ
き
。

鈴
木　
検
討
し
て
い
る
地
域
福

祉
計
画
と
活
動
計
画
の
中
で
、

地
域
の
課
題
と
は
何
か
。

保
健
福
祉
部
次
長　
昨
年
よ
り

検
討
し
て
い
る
６
地
域
の
特
徴

は
、
高
齢
化
率
が
高
く
な
る
地

域
、
子
育
て
が
中
心
と
な
る
地

域
、
高
齢
化
と
子
育
て
が
同
居

す
る
地
域
、
３
世
代
同
居
の
農

村
地
域
に
大
別
さ
れ
、
全
体
的

に
は
居
場
所
や
た
ま
り
場
づ
く

り
等
の
要
望
が
あ
る
。

鈴
木　

先
進
地
の
山
形
市
は
、

福
祉
協
力
員
（
50
世
帯
に
１
人

配
置)

、
民
生
委
員
、
町
内
会
役

員
、
近
隣
の
方
、
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
で
構
成
す
る
小
地
域
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
動
の
中
心

的
存
在
。
守
谷
の
推
進
課
題
は
。

保
健
福
祉
部
次
長　
地
域
福
祉

を
支
え
る
組
織
の
あ
り
方
、
活

動
の
担
い
手
の
育
成
、
地
域
福

祉
活
動
計
画
を
実
践
す
る
社
会

福
祉
協
議
会
へ
の
支
援
あ
り
方

が
、重
要
な
推
進
課
題
で
あ
る
。

浅
川　
第
２
次
守
谷
市
総
合
計

画
前
期
基
本
計
画
案
を
現
在
進

め
て
い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
に

道
路
整
備
は
血
液
と
同
じ
よ
う

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
守
谷
市
内

に
は
、
車
が
す
れ
違
い
で
き
な

い
道
路
や
緊
急
車
両
が
進
入
で

き
な
い
道
路
も
多
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
総
合
計
画
を
進
め
る

に
当
た
り
、
正
確
な
台
帳
の
整

備
が
必
要
と
考
え
る
。
道
路
整

備
と
守
谷
市
の
全
体
的
な
土
地

計
画
を
把
握
す
る
た
め
に
、
国

土
調
査
（
地
籍
調
査
）
を
市
と

し
て
進
め
る
こ
と
を
提
案
す
る

が
、
市
の
考
え
は
。

都
市
整
備
部
長　
国
土
調
査
は
、

土
地
の
区
画
や
形
が
し
っ
か
り

と
把
握
で
き
、
大
変
重
要
な
調

査
・
作
業
で
あ
る
と
理
解
し
て

い
る
。
守
谷
市
の
場
合
は
、
市

街
化
区
域
の
大
半
が
区
画
整
理

や
開
発
行
為
に
基
づ
い
て
整
備

さ
れ
た
。
こ
れ
は
国
土
調
査
と

同
一
基
準
で
測
量
を
し
て
い
る
。

浅
川　

地
籍
調
査
に
か
か
っ
た

活
動
に
よ
っ
て
防
犯
の
抑
止
に

貢
献
し
て
い
る
。
も
っ
と
市
の

負
担
額
を
増
加
す
べ
き
で
は
。

生
活
経
済
部
次
長　
守
谷
市
防

犯
員
連
絡
協
議
会
（
昨
年
の

活
動
状
況
延
べ
３
０
４
日
、

１
５
８
８
人
）
を
中
核
組
織
と

し
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
・
マ
イ
タ

ウ
ン
、
町
内
会
の
防
犯
部
会
、

老
人
会
な
ど
、
28
団
体
が
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発
な
ど
、
積

極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

必
要
な
備
品
等
に
つ
い
て
配
慮

を
し
て
い
き
た
い
。

鈴
木　
駐
車
に
関
し
、
幹
線
道

路
は
警
察
が
取
り
締
ま
っ
て
い

る
が
、
住
宅
地
内
の
迷
惑
駐
車

に
対
す
る
法
定
上
の
規
定
は
。

生
活
経
済
部
次
長　
道
路
交
通

法
で
、
交
差
点
、
道
路
の
曲
が

り
角
、
横
断
歩
道
、
消
火
栓
等

か
ら
５
ｍ
以
内
の
場
所
へ
の
駐

車
を
禁
止
し
て
い
る
。
車
庫
法

に
も
保
管
場
所
の
違
反
を
規
定
。

鈴
木　
迷
惑
駐
車
は
市
民
の
モ

鈴
木　
土
壌
汚
染
、
特
に
農
地

汚
染
と
新
米
の
安
全
性
は
。

生
活
経
済
部
長　
農
水
省
に
よ

る
７
月
の
畑
地
の
土
壌
調
査
結

果
は
５
０
６
ベ
ク
レ
ル
で
あ
っ

た
が
、
当
時
栽
培
し
て
い
た
ナ

ス
か
ら
の
放
射
性
物
質
は
不
検

出
。
ま
た
守
谷
産
新
米
も
不
検

出
で
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
。

鈴
木　
日
本
土
壌
学
会
に
よ
る

と
、
汚
染
さ
れ
た
土
壌
の
除
染

対
策
に
は
、
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
の

生
物
学
的
手
法
、表
土
の
除
去・

反
転
耕
作
・
覆
土
な
ど
の
物
理

学
的
手
法
、
吸
着
剤
で
浄
化
す

る
科
学
的
手
法
が
あ
る
。
放
射

線
セ
シ
ウ
ム
は
半
減
期
が
長

く
、
市
民
の
安
全
・
安
心
性
を

よ
り
高
め
る
た
め
、
県
内
外
の

効
果
的
除
染
手
法
の
情
報
を
収

集
し
公
開
す
べ
き
で
あ
る
。

鈴
木　
守
谷
市
は
、
ひ
っ
た
く

り
や
自
転
車
盗
難
が
県
下
ワ
ー

ス
ト
１
位
の
中
で
、
防
犯
関
係

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
発
な

迷
惑
駐
車
防
止
へ
の
啓
発

を

地
域
福
祉
拡
充
に
は
拠
点
・
基

盤
整
備
と
人
材
育
成
が
必
要

防
犯
対
策
へ
市
負
担
の
増

額
を

農
業
政
策
の
実
態
は

土
壌
に
蓄
積
し
た
放
射
線
物
質
の
除
染
手
法 

鈴
木　

榮　

議
員

総
合
計
画
は
土
地
計
画
・
道
路
政
策
か
ら

浅
川　

利
夫　

議
員
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点
検・見
直
し
は
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長　
入
札
監
視
委
員
会

の
所
管
事
項
と
同
様
に
、
守
谷

市
で
は
資
格
審
査
会
で
の
審
査

結
果
や
顛
末
等
に
つ
い
て
、
毎

月
監
査
委
員
に
報
告
し
て
お
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
は
必
要
な
い
。

尾
﨑　

兼
職
数
は
い
く
つ
か
。

副
市
長　
兼
職
数
は
57
で
、
そ

の
内
、
茨
城
租
税
債
権
管
理
機

構
、
茨
城
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
、
園
芸
い
ば
ら
き
振
興
協

会
の
３
団
体
の
代
表
を
兼
務
し

て
い
る
。
市
長
不
在
時
の
判
断

や
決
裁
に
つ
い
て
は
、
職
員
か

ら
す
れ
ば
若
干
影
響
は
あ
る
。

尾
﨑　
全
国
市
長
会
は
地
方
六

団
体
の
一
つ
で
、
地
方
分
権
推

進
の
役
目
も
あ
る
。
東
日
本
大

震
災
そ
し
て
福
島
原
発
事
故
災

害
の
今
、
新
し
い
時
代
の
地
方

自
治
等
を
求
め
て
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
期
待
す
る
。

市
長　
市
長
会
と
し
て
、
放
射

線
対
策
委
員
会
や
東
日
本
大
震

災
特
別
委
員
会
を
立
上
げ
、
国

や
東
京
電
力
に
対
し
、
復
興
の

支
援
策
を
要
望
し
た
。

月
の
指
名
停
止
を
行
っ
た
。
各

自
治
体
が
個
々
に
基
準
を
定
め

て
い
る
た
め
、守
谷
市
で
は「
守

谷
市
工
事
等
の
契
約
に
係
る
指

名
停
止
等
措
置
要
領
」
の
別
表

第
２
「
贈
賄
及
び
不
正
行
為
等

に
基
づ
く
措
置
基
準
」
の
第
５

号
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、

該
当
者
12
社
に
対
し
、６
カ
月
、

９
カ
月
の
指
名
停
止
処
分
と
し

た
。

尾
﨑　

指
名
停
止
処
分
業
者
に

関
す
る
資
料
の
提
出
を
求
め
る
。

※
資
料
の
提
出
を
議
会
と
し
て

求
め
る
こ
と
に
決
定
し
た
た

め
、
執
行
部
よ
り
指
名
停
止
に

関
す
る
資
料
が
提
出
さ
れ
た
。

尾
﨑　
今
回
の
談
合
事
件
を
他

人
事
と
せ
ず
、
健
全
で
公
正
な

入
札
制
度
を
守
谷
市
に
確
立
す

べ
き
で
あ
る
と
以
前
か
ら
発
言

し
て
き
た
。
市
で
は
副
市
長
を

ト
ッ
プ
と
す
る
資
格
審
査
会
が

入
札
に
関
す
る
種
々
の
審
査
を

行
な
っ
て
い
る
が
、
外
部
委
員

を
入
れ
た
入
札
監
視
委
員
会
な

ど
を
設
置
し
て
、
入
札
制
度
の

得
ら
れ
る
と
想
定
。

唐
木
田　
百
坪
の
空
店
舗
に
行

政
施
設
等
を
作
る
話
を
聞
く
が
、

本
来
月
百
万
円
の
家
賃
収
入
が

あ
る
場
所
で
、
仮
に
月
百
枚
の

証
明
書
を
発
行
す
る
と
、
１
枚

１
万
円
に
相
当
し
て
し
ま
う
。

ま
た
、
空
店
舗
を
埋
め
る
た
め

に
行
政
施
設
を
作
る
の
は
、
賑

わ
い
創
造
と
は
目
的
も
違
う
。

市
長　
１
つ
の
行
政
施
設
の
維

持
管
理
費
は
年
間
１
億
円
か
か

る
。
市
民
１
人
当
た
り
、
い
く

ら
ま
で
の
費
用
な
ら
許
容
さ
れ

る
か
は
答
え
が
な
い
。
ま
た
、

行
政
の
仕
事
は
全
て
プ
ラ
ス
に

は
な
ら
な
い
。
特
に
東
側
に
は

行
政
施
設
は
保
健
セ
ン
タ
ー
し

か
な
く
、
将
来
は
何
ら
か
の
施

設
は
必
要
か
と
考
え
て
い
る
。

唐
木
田　
今
や
市
の
財
政
も
厳

し
く
、
不
要
不
急
の
も
の
に
対

し
て
、公
共
施
設
だ
か
ら
と
か
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
だ
か
ら
赤
字
は

仕
方
が
な
い
と
い
う
感
覚
で
は

な
く
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
十
分
精

査
し
た
う
え
で
判
断
・
決
断
す

べ
き
で
あ
る
。

尾
﨑　

公
正
取
引
委
員
会
は
、

県
西
地
区
の
土
地
改
良
事
務
所

と
道
路
整
備
工
事
事
務
所
の
県

発
注
工
事
の
入
札
を
官
製
談
合

と
認
定
。
受
注
側
の
入
札
参
加

資
格
者
59
社
に
指
名
停
止
と
課

徴
金
命
令
を
出
し
、
茨
城
県
知

事
に
対
し
改
善
措
置
要
求
を

行
っ
た
。茨
城
県
の
調
査
が
入
っ

た
の
は
新
聞
報
道
か
ら
６
カ
月

も
経
過
し
た
後
で
あ
り
、
県
は

い
つ
ま
で
こ
ん
な
事
を
続
け
る

の
か
。
談
合
に
対
す
る
犯
罪
意

識
は
な
い
の
か
。
談
合
土
壌
に

染
ま
っ
た
ま
ま
な
の
か
。
古
河

市
で
は
公
正
取
引
委
員
会
か
ら

指
名
停
止
を
受
け
た
業
者
の
う

ち
、
市
の
入
札
に
参
加
資
格
が

あ
る
全
43
社
を
指
名
停
止
に
し

た
と
聞
い
た
。
守
谷
市
の
処
分

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
。

総
務
部
長　
今
回
の
新
聞
報
道

で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
た

が
、
指
名
停
止
等
は
茨
城
県
の

基
準
が
あ
り
、
そ
の
中
で
指
名

停
止
期
間
を
定
め
て
い
る
。
古

河
市
の
場
合
は
６
カ
月
〜
12
カ

福
祉
や
教
育
等
、
役
所
の
仕
事

で
採
算
性
が
目
的
で
な
い
も
の

は
あ
る
。
し
か
し
、
景
気
が
悪

い
か
ら
、
お
役
所
の
仕
事
だ
か

ら
５
億
円
の
赤
字
は
仕
方
が
な

い
と
は
、
今
や
通
用
し
な
い
。

借
金
し
て
ビ
ル
を
建
て
ず
、
土

地
だ
け
を
貸
し
て
い
れ
ば
年
間

２
千
万
円
の
収
入
は
あ
っ
た

が
、
今
や
５
億
の
赤
字
で
あ

る
。
各
種
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
補

助
金
は
百
万
、二
百
万
と
削
り
、

１
つ
の
事
業
で
５
億
の
赤
字
と

は
、
明
ら
か
に
失
策
だ
。

市
長　
賑
わ
い
を
創
る
事
が
目

的
で
、
市
民
の
た
め
に
予
算
の

使
い
方
を
考
え
て
い
る
。
結
果

は
残
念
だ
が
努
力
は
し
て
い
る
。

都
市
整
備
部
長　
先
見
の
明
が

な
か
っ
た
事
は
反
省
し
て
い
る
。

現
在
の
景
気
状
況
と
施
設
の
空
き

状
況
が
続
く
と
す
る
と
、
20
年
間

で
市
の
持
ち
出
し
が
２
億
２
千
万

円
と
な
る
。
そ
の
後
家
賃
の
支
払

い
が
発
生
し
な
く
な
り
、
収
益
が

唐
木
田　

守
谷
駅
東
口
に
ア

ワ
ー
ズ
も
り
や
ビ
ル
が
あ
る
事

は
、あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
平
成
18
年
、
土
地
は
あ
っ
た

が
市
は
建
設
費
が
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
20
年
の
定
期
借
地
で
借

金
を
し
て
ビ
ル
を
建
て
、
店
舗

の
家
賃
収
入
で
借
金
の
返
済
を

計
画
し
た
。
議
会
に
は
①
東
口

へ
賑
わ
い
を
創
造
す
る
。
②
20

年
の
収
支
で
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ

ス
・
ゼ
ロ
に
抑
え
る
と
い
う
説

明
で
建
設
の
承
認
が
出
た
。

　

し
か
し
数
年
で
20
年
後
は

５
億
５
千
万
円
の
赤
字
に
な
る

と
の
こ
と
。
人
口
で
割
る
と
市

民
一
人
当
た
り
１
万
円
弱
の
負

担
に
相
当
す
る
。

市
長　

駅
前
の
土
地
を
空
地
に

し
て
お
く
の
は
好
ま
し
く
な
い
。

ま
た
、
経
済
状
況
も
当
時
よ
り

悪
化
し
て
お
り
、
空
店
舗
を
な

く
し
、
早
く
軌
道
に
乗
せ
た
い
。

唐
木
田　
市
長
の
答
弁
に
は
責

任
と
い
う
単
語
は
な
か
っ
た
。

市
営
ア
ワ
ー
ズ
も
り
や
ビ
ル
は
５
億
円
の

赤
字
！　
　
　
　
　
　

  

唐
木
田　

幸
司　

議
員

県
西
地
区
の
官
製
談
合
を
「
他
山
の
石
」

と
す
べ
し　
　
　
　
　
　

 

尾
﨑　

靖
男　

議
員

失
敗
の
政
策
だ
っ
た
の

か
？

責
任
問
題
に
つ
い
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
と
採
算
性

茨
城
県
市
長
会
、
会
長
の

兼
職
は
激
務
で
は
？
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エ
ネ
ル
ギ
ー
は
燃
料
と
し
て
の

利
用
だ
け
で
な
く
、エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換
で
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

等
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
環
境

に
も
役
立
つ
が
、
ま
だ
難
点
も

多
く
、
効
率
的
・
経
済
的
に
作

る
事
が
で
き
る
か
が
課
題
。

佐
藤　

ド
イ
ツ
で
は
10
年
間

で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
へ

の
移
行
率
35
％
を
目
指
し
て
い

る
。
日
本
は
原
子
力
発
電
に
５

年
間
で
２
兆
円
の
税
金
を
使
用

し
て
い
る
。
環
境
に
や
さ
し
い

発
電
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

佐
藤　
保
育
所
の
待
機
児
童
数

は
。保
育
所
の
市
場
化
が
進
み
、

規
制
緩
和
で
民
間
会
社
も
参
入

し
て
き
て
お
り
、保
育
所
の
質
、

指
導
監
督
や
責
任
等
が
懸
念
さ

れ
る
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
部
長　
待
機
児
童
は

現
在
１
３
１
名
。
株
式
会
社
の

保
育
所
運
営
は
守
谷
で
は
初
め

て
。民
間
保
育
所
に
対
し
て
は
、

県
と
協
力
し
て
毎
年
実
地
調
査

等
を
行
い
、
指
導
・
助
言
を
し

て
い
る
。実
績
が
あ
る
会
社
で
、

質
に
つ
い
て
問
題
は
な
い
。

佐
藤　
福
島
原
発
事
故
の
危
険

性
を
踏
ま
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

原
発
に
依
存
す
る
今
の
政
策
か

ら
撤
退
し
、
原
発
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
ほ
し
い
。「
原
発
は
や
め

た
ほ
う
が
い
い
」
と
い
う
声
が

圧
倒
的
で
あ
る
。
原
発
に
代
わ

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取

り
入
れ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ

う
な
も
の
を
考
え
て
い
る
か
。

生
活
経
済
部
長　
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
国
会
で
も
色
々
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
太
陽

光
、
風
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ

ス
等
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

発
電
さ
れ
た
電
気
を
買
い
取
る

制
度
が
24
年
７
月
か
ら
開
始
さ

れ
る
。

佐
藤　
太
陽
光
や
風
力
等
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
原
発

54
基
の
40
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

作
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
遊

休
農
地
を
利
用
し
て
植
物
を
栽

培
し
、
そ
の
植
物
を
も
と
に
バ

イ
オ
マ
ス
を
作
り
出
す
地
産
地

消
も
可
能
で
は
な
い
か
。

生
活
経
済
部
長　
バ
イ
オ
マ
ス

佐
藤　
守
谷
市
は
「
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
」
と
言
わ
れ
、
放
射
線

量
が
高
い
。き
め
細
か
く
測
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
で
情
報
の

周
知
、
測
定
器
を
各
学
校
・
幼

児
施
設
へ
配
備
し
、
土
壌
測
定

や
学
校
給
食
等
検
査
、
除
染
を

早
急
に
実
施
す
べ
き
で
は
。

生
活
経
済
部
長　
現
在
市
に
測

定
器
は
５
台
あ
る
。
３
台
を
担

当
課
に
配
布
し
、
各
学
校
・
幼

児
施
設
を
細
部
に
測
定
し
て
い

る
。
残
り
２
台
で
公
園
等
を
細

部
測
定
し
て
い
る
。
新
た
に
測

定
器
を
購
入
し
、
学
校
・
幼
児

施
設
に
配
布
す
る
予
定
は
な
い
。

土
壌
調
査
は
現
在
１
箇
所
で
測

定
中
だ
が
、
茨
城
県
全
体
で
調

査
箇
所
を
増
や
す
予
定
の
た
め
、

今
後
は
調
査
箇
所
が
増
え
る
。

教
育
部
長　
学
校
給
食
は
毎
日

10
〜
15
品
目
の
食
材
を
使
用
し

て
お
り
、
全
て
検
査
す
る
こ
と

は
時
間
的
に
難
し
い
た
め
、
現

在
検
討
中
で
あ
る
。

子
ど
も
達
を
放
射
線
汚
染
か
ら
守
る
た
め
に

佐
藤　

弘
子　

議
員

原
発
ゼ
ロ
・
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

保
育
所
待
機
児
童
ゼ
ロ

に
！

議会活動報告（平成23年７月～９月）

７月　　５日 ・取手・守谷・利根地域医療協議会総会（取手市・議長）
　　　　６日～８日 ・会派視察研修（市民クラブ・ＮＥＷＷＡＶＥ！）北海道奥尻町（奥尻町議会、ひや

ま漁業協同組合、奥尻商工会）「北海道南西沖地震からの復興状況」
 ・第 23回芸能大会（中央公民館・議長）
　　　12日 ・英語インタラクティブフォーラム守谷市大会（中央公民館・副議長）
　　　12日～ 13日 ・茨城県市議会議長会視察研修（山梨県甲府市・議長）
 ・文教福祉常任委員会視察研修（山形県山形市、長井市）
　　　15日 ・第２回放射線災害対策特別委員会
　 ・守谷市外２市湛水防除協議会総会・会計監査（議長、都市経済委員長）
　　　19日 ・学校法人開智学園誘致に関する決議提出（茨城県庁ほか・議長、副議長、総務委員長）
　　　20日～ 21日 ・議会運営委員会視察研修（新潟県上越市、南魚沼市）
　　　25日 ・茨城県市議会議長会視察研修（茨城県東海村・議長）

８月　　１日～３日 ・会派視察研修（民主・維新会）　①北海道網走市「網走の天然水の製造・販売について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②北海道中標津町「格子防風林について」
　　　　４日 ・第３回放射線災害対策特別委員会
 ・第 62回利根川治水同盟治水大会（埼玉県久喜市・議長）
　　　25日 ・議会運営委員会「第３回定例会の運営」
 ・第４回放射線災害対策特別委員会

９月　　１日～ 16日 ・第３回定例会
　　　　９日 ・第５回放射線災害対策特別委員会
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定
例
会
最
終
日
の
９
月
16

日
、
議
員
か
ら
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
議
案
や
、
条
例
制
定

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
書
提
出
を
求
め
る
議
案

で
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
飛

灰
の
最
終
処
分
場
の
確
保
を
求

め
る
意
見
書
が
全
員
賛
成
に
よ

り
可
決
さ
れ
、
関
係
機
関
に
意

見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

　
条
例
制
定
の
議
案
で
は
、
守

谷
市
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件

を
定
め
る
条
例
を
、
全
員
賛
成

に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
市
の
総

合
計
画
基
本
構
想
の
策
定
義
務

が
な
く
な
っ
た
が
、
市
が
総
合

計
画
の
基
本
構
想
を
策
定
す
る

場
合
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
議

会
の
議
決
案
件
と
し
て
位
置
づ

け
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

　
ま
た
、
併
せ
て
各
種
都
市
宣

言
の
制
定
な
ど
も
こ
れ
ま
で
議

決
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
た

め
、
議
決
案
件
と
し
て
条
例
中

で
明
記
し
て
い
ま
す
。

議
員
提
出
議
案

第
４
回
定
例
会
予
定

月　　日 議事日程

1 11 月 25日（金）○本会議　　　　　　（開　会）・議案の上程、質疑、委員会付託
2 11月 26日（土）

○休会
3 11月 27日（日）
4 11月 28日（月）○常任委員会
5 11月 29日（火）○常任委員会
6 11月 30日（水）

○本会議
・市政に関する一般質問7 12月 　1 日（木）

8 12月 　2 日（金）
9 12月 　3 日（土）

○休会
10 12月 　4 日（日）

11 12月 　5 日（月）
○本会議
・各委員長報告、質疑
・討論、採決 　　　　（閉　会）

第４回定例会　会期日程（予定）

※日程は変更になる場合があります。

　

第
４
回
定
例
会
の
日
程
は
、

上
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
「
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
」

の
通
告
事
項
は
定
例
会
１
週
間

前
に
開
催
さ
れ
る
議
会
運
営
委

員
会
の
前
日
に
提
出
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
通
告
事
項

は
、議
会
運
営
委
員
会
の
翌
日
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
期
日
程
な

ど
と
あ
わ
せ
て
掲
載
し
ま
す
。

　
携
帯
電
話
か
ら
も
守
谷
市
議

会
の
会
期
日
程
情
報
が
入
手
で

き
ま
す
。（
※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
同
様
に
、
議
会
運
営
委
員
会

の
翌
日
に
掲
載
予
定
で
す
。）

　
左
図
の
２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

を
携
帯
電
話
の
バ
ー
コ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
（
対
応
機
種
の
み
）

で
読
み
取
り
、
ア
ク
セ
ス
し
て

く
だ
さ
い
。
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国の責任において飛灰の最終処分場の確保を求める意見書
　３月 11日の東日本大震災に伴って発生した福島第一原子力発電所の事故により、茨城県常総地方広域
市町村圏はホットスポットとして茨城県内の他市町村と比較して高い放射線量が計測されております。
　守谷市内に設置されている常総地方広域市町村圏事務組合では、守谷市、常総市、取手市、つくばみ
らい市の４市から排出された一般廃棄物を同組合敷地内の「常総環境センター」で中間処理しております。
　ごみ処理においては、焼却時に発生する飛灰に多くの放射性物質が検出され、環境省の焼却灰等の埋
立て基準「1キログラム当り８千ベクレル」を大きく超えることから、現在、ドラム缶に詰めて一時保
管している状況であります。このままの状況が続けば、飛灰の保管場所が無くなり、ごみ処理が継続で
きなくなります。
　国では、8千ベクレルを超え 10 万ベクレル以下の焼却灰等の処分方法に関する方針を示しましたが、
埋立処分場における遮へいや遮水などの設備投資が必要となることから、処分場整備や付近住民の理解
が必要であり、未だ搬入先の見通しは立っておりません。
　以上のことを踏まえ、ごみ処理の安定化を図るため、国の責任において飛灰の最終処分場の確保を行
うよう強く要望します。

　提出先：内閣総理大臣、環境大臣

守谷市議会の議決すべき事件を定める条例
　（趣旨）
第１条　この条例は、地方自治法（昭和 22 年
法律第67号）第96条第２項の規定に基づき、
守谷市議会（以下「議会」という。）の議決
に付すべき事件を定めるものとする。

　（議会の議決に付すべき事件）
第２条　議会の議決に付すべき事件は、次のと
おりとする。
　⑴　市における総合的かつ計画的な市政の運
営を図るための基本的な構想の策定、変更
又は廃止

　⑵　各種の都市宣言の制定、変更又は廃止

　　附　則
　この条例は、公布の日から施行する。


